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１
月
の
広
報

　２年生から習い始めた習字をこれからも
ずっと続けて、将来は字のきれいな小学校
の先生になりたいです。

飯川　葉
は づ き

月さん
内田小学校５年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ 43 ‐ 1117

訂正とおわび
３月１日号の冨丸絢

じゅん

さんは「中富小学校」の誤り
でした。訂正しておわびします。

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook( フェイスブック）および
Twitter( ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード

山鹿市立こもれび図書館開館

　11月30 日に関係者や開館を待ち望んだ市民が
参加して、開館式が行われました。
　開館式では、山鹿少年少女合唱団による合唱や「こ
もれび図書館」の命名者白石彩

あ や の

乃さん（応募時、稲田
小６年生）へ中嶋憲正市長が感謝状を贈りました。
　こもれび図書館は約７万冊収蔵可能で、郷土資料
や中高生向けの「青春コーナー」、絵本の読み聞かせ
スペース「おはなしのへや」などがあり、幅広い年齢
層に対応しています。
問い合わせ先…こもれび図書館
　　　　　　　☎ 43-1082（休館日　毎週水曜日）

今月の表紙

目次
３ ふるさと山鹿を応援しよう
４ 新年のごあいさつ

６ 街角ぐるっとナビ

８ 介護保険制度が改正されました
10 みんなの広場

出会いの輪／今月の街角ギャラリー
12 市民文芸
13 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
14 受け継がれる　山鹿市の民俗芸能　第１回

消費生活相談
15 環境だより /ファイヤーマン vol.253（最終回）
16 わくわくネット
18 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.69
20 およろこび・うぶごえ・おくやみ
21 案内板
33 20 歳の国民年金加入のご案内

1月の休日在宅当番医・当番薬局
34 山鹿市教育委員会広報　ゆめ〜る　第 27号
36 すくすく倶楽部

山鹿ブランド

こもれび図書館スタッフ
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①寄附申込書
③寄附金納付

②納付書など送付
④受領証明書送付

山鹿市

税務署 お住まいの
市区町村

寄附をする人

連絡

所得税の

軽減

⑤確定申告
住
民
税
の
軽
減

希望する
事業に活用

【寄附・確定申告の流れ】

ふるさと寄附金（納税）とは？
「生まれ育ったふるさとの役に立ちたい」「自分と関わりが深い地域を応援したい」という思いを自治
体への寄附という形で実現させた制度で、寄附した方の所得税や住民税が一定限度まで控除されます。

寄附の状況
（平成 26 年４月から 11 月 30 日現在）

件数 55 件　金額 2,153,000 円

昨年度いただいた「ふるさと応援寄附金」は、このように活用しています。

≪まつりイベント推進費≫
山鹿灯籠まつり

≪やまが温泉管理費≫
さくら湯

栃木県　　高木様　　�テレビで山鹿市の話題が取り上げられるよう
になりました。懐かしく見ています。頑張って
ください。

神奈川県　小名川様　�山鹿市の自然特色を生かした都市づくりに期
待致します。

熊本市　　片山様　　�今も月に２回程温泉に行きます。ゆっくり
入って心と体の癒しになります。灯籠まつり、
八千代座など他にない見所もうれしいです。

大分県　　石松様　　�娘や孫たちが地域に大変お世話になっていま
す。小さな地域にこそ共に支えあって生きて
いける環境づくりをしたいものです。

群馬県　　片山様　　�本籍地が山鹿市にあるため、テレビ番組など
で山鹿市が取り上げられているのを見るとと
てもうれしくなります。これからも自然や特産
品を生かした観光などに力を入れて発展して
いってほしいと願っています。

※�この他にもたくさんの応援メッセージをいただいています。ありがと
うございました。

申し込み・問い合わせ先
秘書企画課　☎４３−１１１２

「ふるさと応援寄附金」で山鹿を応援しませんか

応援メッセージ

ふるさと山鹿を応援しよう

≪国見山山開き≫
登山の様子

≪未来への１ページ事業≫
学校図書館の運営支援

【心豊かにたくましく生きる人づくり】

【活力のある産業づくり】

≪環境保全対策事業≫
油漏れ対策

【人と自然が共生する環境づくり】

≪敬老行事≫
高齢者表敬訪問

【地域とともに支え合う暮らしづくり】



新 年 の ご    あ い さ つ
「新たな飛躍へ向けて」

山
鹿
市
長

中な

か

し

ま嶋
　
憲け

ん

せ

い正

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
鹿
市
も
、
平
成
17
年
１
月
の

新
市
発
足
以
来
、
今
月
で
満
10
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
10
年
間
、
旧

１
市
４
町
の
速
や
か
な
一
体
性
の
確

立
と
均
衡
あ
る
発
展
、
そ
し
て
更

な
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し

「
第
１
次
山
鹿
市
総
合
計
画
」
に
沿

い
、
各
種
施
策
、
事
務
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
10

月
に
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
新

庁
舎
が
完
成
し
、新
た
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
組
織
体
制
に
つ
き

ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
支

所
方
式
か
ら
本
庁
方
式
へ
の
移
行

を
図
る
と
と
も
に
、
部
課
等
の
整

理
、
統
合
等
を
行
い
、
よ
り
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
機
構
へ
の
再
編

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
「
日
本
創
生

会
議
」
分
科
会
が
「
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
地
方
か
ら
大
都
市
へ
の
人

口
流
出
が
続
け
ば
、
全
国
で
約
半

数
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
の
試
算
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
る
形
で
、

国
に
お
い
て
は
地
方
創
生
担
当
大

臣
の
新
設
や
総
理
大
臣
を
本
部
長

と
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
の
設
置
が
な
さ
れ
、

ま
た
地
方
創
生
関
連
２
法
の
成
立

を
見
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
市
も
決
し
て

例
外
で
は
な
く
、
過
疎
化
や
人
口

減
少
と
い
う
大
変
厳
し
い
課
題
に
向

き
合
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
り
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
社
会
経
済
情
勢
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
明
日
へ
の

夢
や
希
望
を
抱
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
来
年

度
に
か
け
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
２

次
山
鹿
市
総
合
計
画
」
に
お
い
て
、

今
後
10
年
の
目
指
す
べ
き
将
来
都

市
像
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
、
新
た

な
山
鹿
市
の
飛
躍
へ
と
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

10
年
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、

更
に
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
行

政
を
伸
展
さ
せ
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
光
り
輝
く
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

健
や
か
に
、
そ
し
て
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
１
月
15
日
に
誕
生
し

た
本
市
も
、
間
も
な
く
、
満
十
歳
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
全
国
的
な

傾
向
と
は
い
え
、
残
念
な
が
ら
、山

鹿
市
も
急
速
に
進
む
人
口
減
少
の

渦
中
に
あ
り
、
そ
の
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、

人
口
を
維
持
、
回
復
す
る
対
策
は

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
全
国
を
見
渡
し
て
も
、
そ
の

処
方
箋
は
限
定
的
で
、
特
効
薬
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
当
面
の
本
市
の
課
題

は
、
定
住
の
促
進
な
ど
理
想
は
追

求
し
つ
つ
も
、
限
ら
れ
た
条
件
の

中
で
「
オ
ー
ル
や
ま
が
」
体
制
を

築
き
、
各
地
区
の
文
化
、
特
産
物

な
ど
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
「
元
気
な
山
鹿
」
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
現
実

を
悲
観
的
に
捉
え
ず
、
一
般
的
に

は
負
の
要
素
と
思
わ
れ
て
い
る
過

疎
や
不
便
さ
を
逆
手
に
取
る
発
想

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
方
は

温
か
く
、
田
舎
に
は
、
環
境
に
や

さ
し
く
自
然
と
折
り
合
っ
て
生
き

て
い
け
る
豊
か
さ
や
、
共
同
体
の

中
で
暮
ら
せ
る
幸
せ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

成
長
優
先
と
効
率
化
の
視
点
だ

け
で
、
農
山
村
を
衰
退
す
る
場
所

と
片
づ
け
ず
、
そ
の
価
値
を
も
っ

と
複
眼
的
に
み
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
し
、
次
の
10
年
を
見

据
え
る
う
え
で
、
最
も
注
視
す
べ

き
点
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
市
議
会
の
活
動

に
目
を
移
せ
ば
、昨
年
６
月
の「
や

ま
が
市
議
会
だ
よ
り
」
の
創
刊
に

続
き
、
夏
に
は
市
議
会
に
対
す
る

「オールやまが」で「元気な山鹿」

新 年 の ご    あ い さ つ

山
鹿
市
議
会
議
長

藤ふ

じ

は

ら原
　
弘

ひ

ろ

し

丸
山
　
康
昭

寺
崎
　
勇
児

丸
山
　
寛
治

太
田
黒
鐵
郎

藤
原
　
　
弘

横
手
　
啓
介

永
田
　
紘
二

堀
　
　
茂
幸

池
田
　
誠
一

吉
本
　
政
幸

平
井
　
邦
廣

藤
原
　
　
豊

芹
川
　
正
美

北
原
　
昭
三

藤
本
　
峰
秀

冨
丸
洋
一
郎

稲
葉
　
　
昇

永
田
　
　
健

冨
田
　
弘
海

服
部
　
香
代

今年も１年、どうぞ　よろしくお願いいたします

※�政治家が、選挙区内にある者に対し、年賀状などの時候のあいさつ状を出すことは、
公職選挙法により禁止されています。
　この紙面をもって、年頭のあいさつに代えさせていただきます。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。既
に
報
告
書
も
完
成
し
、

そ
の
結
果
か
ら
、
ま
ず
は
、
市
議

会
が
審
議
し
た
内
容
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
と
、
広
く
住
民
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
来
年
度
以
降
「
議
会
報

告
会
」
を
開
催
す
る
方
向
で
、
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
新
市

誕
生
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
年

に
当
た
り
、
議
員
20
人
が
初
心
に

か
え
り
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
添
え
る

よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
新
し
い
年
が
輝
か
し
い
も
の

と
な
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
堂
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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山鹿温泉秋祭りスナップ集　11 月22 日〜23 日

最新の技術で養
よ う ざ ん

蚕産業の技術革新
…新養蚕産業構想に関する協定定印　　  　12 月 1 日

県庁で協定書に調印した左から島田俊
と し ろ う

郎社長、蒲島郁
い く お

夫知事、
中嶋憲正市長

くまモン体操で子どもたちも大興奮

一番を目指して走る SAKU-RUN参加者

　「あつまるくんの求人案内」などの情報誌を発行して
いる、熊本市の雇用促進事業会（島田俊

としろう

郎社長）が、農
業生産法人「株式会社あつまる山鹿シルク」を設立し、
山鹿市で農業参入するにあたり、市と同法人は 12 月１
日に「新養蚕産業構想に関する協定」の調印式を県庁で
行いました。
　同法人は市内の遊休農地を取得し、平成 27 年度から
蚕
かいこ

の餌となる桑を栽培します。また、市内の小学校跡を
利用して、蚕の通年飼育が可能な「周年無菌養蚕システ
ム」を活用し、高品質なシルクの生産を目指しています。

今月のナイスショット

街角ぐるっとナビ 
身近な話題、情報をお寄せください！
秘書企画課秘書係　☎４３‐１１１０

11 月 23 日の山鹿温泉秋まつりで保育園のお友達と
仲良く手をつないでハイポーズ♪

「龍の湯」特別招待で殿様気分を満喫

「陽
よう　よう　よう

・謡・踊」市民総踊り
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

熊本県文化財功労者表彰
菊川一

い っ せ い

誠さん（鹿央町梅木谷）、前田軍
ぐ ん じ

治さん（山鹿市山鹿）

熊本県男女共同参画推進事業者表彰式
株式会社エスケーホーム（山鹿市鍋田）
　仕事と家庭の両立支援など
男女がともに働きやすい職場
づくりに積極的に取り組んでい
る事業者として、株式会社エス
ケーホームへ県知事から表彰
状が贈られました。同社は、経
済産業省の「ダイバーシティ経
営企業100選」にも選ばれ、積
極的な女性の管理職への登
用など多様な人材を生かす取
り組みを高く評価されました。

、

来館者100万人突破！
…県立装飾古墳館  　　　　    　 12 月 6 日

100 万人目の来場者となった渡邉さん（写真右から２人目）

10 周年　郷土を思う！
…鞠

き く ち じ ょ う

智城ウォークラリー　　　　　　　　　　　　　　11 月 23 日
　10 周年を迎えた鞠智
城ウォークラリー大会は、
天気にも恵まれ、すばら
しい大会となりました。
参加者はファミリーコース
（２㎞）と一般コース（４
㎞）に分かれ、ころう君の
合図でスタート。秋晴れ
の空の下で、心地よい汗
をかきながら鞠智城の景
色を楽しみました。

秋空の下で大盛り上がり
…第 35 回かほくまつり　　　　　　　　  　　11 月 15 日・16 日

　鹿北町の一大イベント
「かほくまつり」が開催さ
れ、多くの人でにぎわいま
した。「丸太トライアスロン
大会」では、20チームが
熱戦を繰り広げ、山鹿警
察署チームが２連覇しま
した。また、地元鹿北町の
にわか集団「ガネ政どん
一座」が３年ぶりに出演
し、祭りを盛りあげました。

　鹿央町にある県立装飾古墳館の来館者が平成
４年の開館以来 100 万人を突破し、100 万人目と
なった玉名市の渡邉絹子さんに記念品が贈られま
した。
　県立装飾古墳館では熊本県内の装飾古墳を中心
に、原寸大レプリカや出土品をメインに展示して
います。
　また、チブサン古墳など石室や石棺にレリーフ
や彩色が施された「装飾古墳」の数は熊本県が日
本一で、特に菊池川流域から多く発見されていて、
全国から注目されています。

　山鹿市文化財保護
委員の菊川一誠さんと
前田軍治さんが、平成
26 年度熊本県文化財
保護大会で、熊本県文
化財功労者として表彰
されました。

　菊川さんは、永年にわたり文化財保護委員を務められ、鹿央地区を中心
とした文化財の保護に尽力されています。
　前田さんは、永年にわたり文化財保護委員と熊本県文化財保護指導員
を務められ、考古学分野を中心に地域の文化財保護に活躍されています。

右からエスケーホームの瀬口力
ちから

さん、蒲島
郁
い く お

夫県知事、野口佳
か な こ

奈子課長

菊川さん 前田さん

情熱的なフラメンコを体験しました
…蘭

ら ん

このみスペイン舞踊団　 　　11 月 18 日
　六郷小学校（池田幸

ゆきはる

春校長　児童数128 人）で、
文化庁主催による「文化芸術による子どもの育成事
業」が行われました。これは一流の文化芸術団体によ
る公演などを鑑賞し、子どもたちの発想力やコミュニ
ケーション能力の育成を図る目的で行われています。
　今回は「蘭このみスペイン舞踊団」を迎え、フラメン
コの踊りと歌を鑑賞しました。併せてワークショップを
体験したり、カホンと呼ばれる太鼓を叩いたりしました。
また、子どもたちは本物の衣装を身につけ、プロのダ
ンサーと共演し、フラメンコの持っているエネルギーや
不思議な力を全身で感じることができました。

プロのダンサーと共演する子どもたち
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所得区分 対象者の所得基準
改正後

保険料率
現行※

備考
現行 改正後

第１段階
第２段階

第１段階

65歳以
上で所得
が低い人

世帯全員
が住民税
非課税

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下 0.50

介護保険料の軽
減幅を現行より
拡大します

第３段階
第２段階 合計所得金額と課税年金収入額の

合計が120万円以下 0.75

第３段階 第１・第２段階以外 0.75

第４段階
第４段階 本人が住

民税非課
税

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下 0.83

第５段階 標準 上記以外 1.00 基準額※

第５段階
第６段階

65歳以
上で一定
の所得が
ある人

本人が住
民税課税

合計所得金額が120万円未満
1.25 介護保険料を細

分化し、負担能
力に応じた設定
にします

第７段階 合計所得金額が190万円未満

第６段階
第８段階 合計所得金額が290万円未満

1.50
第９段階 合計所得金額が290万円以上

介護保険制度が改正されました
　平成 26年６月に「地域における医療および介護の総合的な確保を推進に関する法律」が改正され、介護保険
制度が大きく見直されました。その主な内容は次のとおりです。

１　費用負担の公平化に関する項目

低所得者の保険料軽減の拡充や、所得のある人の利用者負担の見直しを行いました。

（１）65 歳以上の介護保険料の見直し【平成 27 年４月から】
　保険料額を決める所得の段階設定を現在の６段階から９段階へ改正し、所得の水準に応じてきめ細やかな保険
料の設定をします。

第１号被保険者 (65歳以上の人 )の所得段階区分および保険料

※保険料の「基準額」に該当する所得区分の「保険料率」を乗じた額が年間の保険料となります。
※平成 27年度以降の「基準額」および「保険料率」は、現在、見直しを進めています。

（２）	 介護保険サービスの利用料金の引き上げ【平成 27 年 4 月から】
　現在、介護保険サービスを利用する場合、利用者は費用の１割を負担していますが、一定以上の所得（合計所
得金額 160万円以上）がある人は、利用者負担を１割負担から２割負担へ引き上げます。

問い合わせ先…長寿支援課　☎43− 1180

２　予防給付（要支援１・２対象）サービスに関する項目

（１）予防給付サービスの見直し【平成 29 年度末までに段階的に移行】
　これまでの全国一律のサービスから、市独自のサービスに移行します。予防給付サービスの一部（訪問介護、
通所介護）を市が取り組む地域支援事業に移行します。

・訪問介護
（ホームヘルパー）
・通所介護
（デーサービス）

・訪問型サービス
・通所型サービス
・生活支援サービス

・訪問看護　　　　　　　　・訪問入浴介護
・訪問リハビリテーション　・認知症対応型通所介護
・通所リハビリテーション　・小規模多機能型居宅介護
・短期入所療養介護　　　　・認知症対応型共同生活介護
・居宅療養管理指導　　　　・福祉用具貸与
・特定施設入所者生活介護　・福祉用具販売
・短期入所者生活介護　　　・住宅改修　　　　　　など

※�地域の実情に応じた取り組みができる地
域支援事業へ移行します。

※�既存のサービスに加えて、NPO、民間企
業、ボランティアなどの地域の多様な主
体を活用して高齢者を支援します。

※�移行後の事業内容の詳細については、改
めてお知らせします。

市の事業へ移行
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（２）地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みの強化【平成 27 年 4 月から】
　団

だんかい

塊の世代が 75歳に到達する 2025 年（平成 37年）に向け、病気になっても自宅などの住み慣れた場所で
療養しながら、自分らしい生活を続けられるように、在宅医療や介護までの一連のサービスを提供する体制（地
域包括ケアシステム）づくりを進めています。今後はさらに、次の①～④の事業の実施により、さらなる体制の
強化とサービスの充実を図ります。

①在宅医療と介護の連携推進
　医師の往診や訪問診療、訪問看護（看
護師の訪問）、介護サービスなどが連
携しながら、在宅生活を支える体制を
整備します。

②認知症施策の推進
　認知症の早期の診断や適切なサービ
ス提供、当事者やその家族へのケアの
充実を図り、本人の意思が尊重され、
住み慣れた地域で暮らし続けられる地
域社会をつくります。

③地域ケア会議の推進
　多様な職種（市、医師、看護師、保
健師、ケアマネージャーなど）が協力
し、個々への支援方法から、地域が抱
える問題の解決に向けた検討まで、幅
広い情報を共有する地域ケア会議を推
進します。

④生活支援サービスの充実や強化
　ボランティア、ＮＰＯ、民間企業な
どの多様な人材によって、地域サロン
や高齢者の見守り、安否確認、外出支
援、買い物、調理、掃除などの支援サー
ビスを充実させ、高齢者自身が社会参
加して生きがいや健康維持につなげる
ことのできる地域づくりを進めます。

３　特別養護老人ホームへの新規入所者の基準に関する項目

（１）特別養護老人ホームの入所基準の見直し【平成 27 年 4 月から】
　特別養護老人ホームの新規入所対象者が、原則、要介護３以上に限定されます。（すでに入所している人は除
きます）
　ただし、やむを得えない事情により、他の場所での生活が著しく困難であると認められる場合には、特例的に
入所が認められることがあります。

【山鹿市のこれから】
　10 年後の 2025 年には、山鹿市の高齢化率（65 歳以上の人の割合）は、39％ ( 現在
33％ ) に達することが見込まれています。
　約 2.5 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者となる社会を迎える中で、地域でお互いを支え合
い、高齢者自らが社会参加や社会的役割を持ちながら、生き生きと暮らせる地域社会づく
りが求められています。



場広の ●�みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課まで郵送ま
たは持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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山鹿小学校ハンドボール部　　　　12月 8日
出会いの輪

　11 月 22 日、23 日に山鹿市総合体育館で第 40 回
熊日学童オリンピックハンドボール大会が行われ、
山鹿小学校ハンドボール部が見事優勝を果たし、
中嶋憲正市長に報告に訪れました。
　同大会の優勝チームは、12 月 22 日、
23 日に沖縄で行われる九州親善ハンド
ボール大会と２月に岡山県で開催される
「ピーチカップ小学生ハンドボール大会」
への出場権を獲得しました。
　ピーチカップは全国の強豪が集まる大
会で、外池郭

か く と

人主将は「みんなで力を合
わせて、優勝目指してがんばります」と
大会への決意を述べました。
　中嶋市長は「皆さんは山鹿市の誇りで

第 40 回熊日学童オリンピックハンドボール大会優勝
す。何事にも一生懸命向き合って、日ごろの練習
の成果を十分に出し切り、優勝を勝ち取ってくだ
さい」と部員を励ましました。

報告に訪れた山鹿小学校ハンドボール部の皆さん（写真前列）

第
６
回
市
民
公
開
講
座

保
利
病
院
イ
ベ
ン
ト
委
員
会

◦�

日
時　

１
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

◦�

場
所　

保
利
病
院 

４
階
会
議
室

◦�

内
容

　

�

①
「
あ
な
た
の
物
忘
れ
は
大
丈

夫
？
〜
認
知
症
と
物
忘
れ
の
違
い

〜
」　

保
利
病
院
脳
外
科
医 

是
松

幸
次
郎

　

�

②
「
Ｃ
Ｔ
・Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
分
か
る

こ
と
」　
保
利
病
院
放
射
線
技
師

ひ
っ
つ
き
も
っ
つ
き

お
も
し
ろ
う
ん
・
ど
う
か
い

山
鹿
子
ど
も
劇
場

　

子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
体
と
心
を
い
っ

ぱ
い
動
か
し
て
、
室
内
で
の
表
現
あ

そ
び
を
し
ま
す
。
忍
者
ご
っ
こ
で
お

な
じ
み
の
ア
フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
か

ら
講
師
を
迎
え
ま
す
。

◦
日
時　

１
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦
場
所　

山
鹿
小
学
校
体
育
館

◦�

参
加
費　

無
料

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
飲
み
物
と
上
履
き

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
44
‐
６
３
７
５

（
中
島
）

子
ど
も
の
た
め
の

和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

こ
と
チ
ェ
ル
ト

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
和
楽
器

鑑
賞
会
で
す
。和
楽
器
の
音
色
や
独

特
な
奏
法
を
、生
演
奏
で
紹
介
し
ま

す
。

◦�

日
時　

１
月
12
日
㈷　

午
後
２
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

文
化
ホ
ー
ル

◦�

曲
目　

樹
冠
、春
の
海
、八
千
代
獅

子
、マ
キ
ビ
シ 

ほ
か

◦�

出
演　
（
箏
）小
路
永
こ
ず
え
、小

路
永
和
奈
、蓑
田
由
美
子

　
（
尺
八
）
大
河
内
淳
矢

　
（
太
鼓
）
上
野
秀
喜

　

�（
ゲ
ス
ト
）
山
鹿
中
学
校
合
唱
部
、

田
中
バ
レ
エ
教
室

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
５
８
１
‐
１
０
３
４

（
小し

ょ
う
じ
な
が

路
永
）

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時　

１
月
27
日
㈫　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

内
容　

古
代
か
ら
近
代
へ
「
古
銭

（
お
か
ね
）」
の
話

◦�

講
師　

阿
部
和か

ず
よ
し良

さ
ん

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

第
17
回

山
鹿
市
防
災
の
つ
ど
い

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
教
訓
と
し
、

防
災
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
催
し
で
す
。多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

１
月
17
日
㈯

①
炊
き
出
し
訓
練　

午
前
９
時
〜

　

�（
軍
手
・
タ
オ
ル
・
三
角
巾
・
包
丁
・

ま
な
板
持
参
）

※�

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
１
月

５
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

②
防
災
の
つ
ど
い　

午
前
10
時
〜

◦�

場
所　

ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス

　

山
鹿
店
駐
車
場

◦�

内
容　

被
災
食
や
防
災
用
品
展

示
、
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
指
導
、

水
消
火
器
体
験
な
ど

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
43
‐
１
１
３
４

◦�

参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
１
２
１
２

（
税
田
）
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押
花
ミ
ニ
額
絵
作
り
教
室

参
加
者
募
集
！

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿 

組
合
事
務
局

　
か
わ
い
い
押
花
を
使
っ
て
の
額
絵
作

り
で
す
。（
額
絵
デ
ザ
イ
ン
面　

15
㎝

×
10
㎝
程
度
）

◦
日
時　

１
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◦
場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿

　
　
　
　

１
階
ふ
る
さ
と
市
場

◦�

参
加
費　

１
、５
０
０
円

◦�

定
員　

15
人

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
４
７
５
９

さ
く
ら
湯
で
「
新
春
朝
市
」

や
ま
が
も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時　

１
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容　

野
菜
や
手
作
り
品
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
楽
し
い
ゲ
ー
ム
も
！

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

大
盛
況
！

バ
イ
オ
体
験
・
科
学
の
祭
典

鹿
本
農
業
高
校
バ
イ
オ
工
学
科

　

11
月
９
日
、鹿
本
農
高
文
化
祭「
鹿

農
祭
」
を
開
催
し
、
バ
イ
オ
工
学
科

で
は
生
徒
が
先
生
役
と
な
り
「
バ
イ

オ
体
験
と
ミ
ニ
科
学
の
祭
典
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
メ
ス

を
使
っ
た
試
験
管
内
で
の
植
物
の
植

え
付
け
や
、
ヒ
ラ
タ
ケ
の
人
工
栽
培

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、「
パ
チ
パ
チ
静

電
気
を
楽
し
も
う
」
な
ど
の
ミ
ニ
科

学
実
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
た
く
さ
ん
の
小
中
学
生
を

は
じ
め
、
親
子
で
来
場
し
て
い
た
だ

き
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
難
し
か
っ

た
け
ど
面
白
か
っ
た
」「
ま
た
農
高

に
来
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

先
生
役
を
務
め
た
高
校
生
も
大
変
楽

し
そ
う
で
し
た
。
本
校
生
徒
に
と
っ

て
も
、
日
頃
学
ん
で
い
る
こ
と
を
実

践
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

や
ま
が
華は

な

太
鼓 

会
員
募
集

や
ま
が
華
太
鼓

　

団
体
を
新
し
く
設
立
し
ま
し
た
。

太
鼓
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
大
歓
迎
で
す
。

◦�

日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

◦�

場
所　

川
辺
小
学
校
体
育
館

◦�

会
費　

３
千
円
／
月

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
５
３
３
５
‐
６
９
７
２

（
東
）

新
春
！
初
打
ち
・
初
舞
台

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
・
内
容　
１
月
11
日
㈰

　

�

午
前
10
時
〜
10
時
半
「
山
鹿
中
学

校
・い
わ
の
保
育
園
太
鼓
」

　
（
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
有
）

　

�

１
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

「
若
人
三
味
線
」

地
域
と
保
護
者
で
学
ぶ
夕
べ

〜
性
教
育
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
〜

山
鹿
中
央
民
生
児
童
委
員

◦
日
時　

１
月
16
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

◦
場
所　

山
鹿
小
学
校 
山
鹿
ホ
ー
ル

◦�

演
題　
「
親
は
性
に
関
す
る
子
ど

も
の
質
問
に
ど
う
答
え
る
か
」

◦�

講
師　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー 

産
婦
人
科
医
師 

片
山
美
和
子
先
生

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
６
１
８
２

（
永
溝
）

◦
場
所　
さ
く
ら
湯

◦�

参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶山鹿市中央公民館 水彩画教室作品展
 　�四季の風景と静物など約 20 点を展示します。
 　期間　１月６日㈫〜 17 日㈯（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00 まで）

⃞▶鹿本高校美術部作品展
　 油絵を中心に近作を展示します。
 　�期間　１月 19 日㈪〜 31 日㈯（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00 まで）

お菓子の香梅　山鹿店（鹿校通）
問☎ 43 ‐ 0755

⃞▶書道教室　習作展
　 遙

よ う ゆ う か い

悠会書道教室
　 期間　１月 25 日㈰〜２月 25 日㈬
　 時間　9：00 〜 19：30

山鹿市民交流センター（市役所横）
１階　ホワイエ

問☎ 43 ‐ 7427（中村）
⃞▶第 32 回かもと教美展
　 山鹿市小中学校図工美術に縁のあったＯＢと現
　 役職員有志の絵画や立体作品を展示します。
　 期間　１月 18 日㈰〜２月１日㈰
　 時間　9：00 〜 17:00（最終日は 15:30 まで）
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肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
月
例
会

互
選
句

誕
生
日　

謎
か
け
た
っ
ち
ゃ
分
ら
っ
さ
ん

中
満　

甘
柿

開
き
直
り　

す
い
じ
は
あ
た
が
す
っ
と
よ
か

森
山　
　

良

開
き
直
り　

さ
あ
楽
し
む
ぞ
後
が
な
か

宮
園
須
眞
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
一
月
例
会

藤
本
白
扇
選

庭
先
で　

眺
め
る
山
は
涅
槃
像

勢
田　

稲
作

う
っ
座
り　

後
進
の
道
ふ
さ
い
ど
る

荻　
　

正
好

当
た
り
前　

金
で
心
は
買
え
じ
ゃ
っ
た

小
水
流
繁
富

吊
し
柿　

白
粉
ふ
く
ま
で
待
ち
き
ら
ん

稗
田　
　

恵

ど
う
ろ
こ
ろ　

人
手
と
ら
ん
で
生
き
て
居
る

江
藤　

孝
舟

川
上
火
男
選

引
き
ず
っ
て　

底
破
っ
と
る
千
歳
飴

長
瀬　

狂
介

吊
し
柿　

里
の
お
ふ
く
ろ
ま
だ
達
者

宮
本
て
つ
哉

ど
う
ろ
こ
ろ　

入
退
院
で
生
き
て
い
る

冨
田　

土
管

庭
先
で　

世
間
話
の
花
盛
り

平
野　

良
子

う
っ
座
り　
わ
あ
わ
あ
泣
き
ょ
る
に
く
た
れ
児

木
村　

圭
吾

銀
河
俳
句
会

柿
吊
す
干
し
て
日
和
り
の
定
ま
り
ぬ　
　
　

酒
井　

睦
美

娘こ

ら
読
み
し
サ
ン
タ
の
絵
本
飾
り
け
り　
　

飯
川　

貞
子

野
狐
の
里
を
め
ぐ
り
て
冬
ざ
る
る　
　
　
　

内
古
閑
眸
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

子
の
温
み
離
し
夜
勤
へ
冬
銀
河　
　
　
　
　

加
藤
寿
美
代

極
月
に
猫
塀
つ
た
い
足
ば
や
に　
　
　
　
　

東
田　

一
子

雲
か
か
る
九
重
連
山
冬
紅
葉　
　
　
　
　
　

丸
山　

澄
子

タ
ッ
プ
俳
句
会　

十
二
月
例
会

夕
暮
れ
の
静
け
さ
に
鳴
る
枯
葉
か
な　
　
　

尾
田　

大
空

鈴
虫
の
庭
先
ま
で
も
告
げ
に
来
て　
　
　
　

原
口　

知
子

笹
鳴
き
の
時
折
り
聞
こ
え
針
仕
事　
　
　
　

丸
田
千
恵
子

鹿
本
町
俳
句
教
室　

十
一
月
例
会

利
光
釈
朗
選

脳
ト
レ
の
雑
巾
縫
う
や
小
六
月　
　
　
　
　

小
原　

洋
子

柿
を
捥
ぐ
好
き
な
熟
柿
を
食
べ
な
が
ら　
　

福
島　

幸
代

小
春
日
や
球
打
つ
力
滾
り
お
り　
　
　
　
　

戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会　

十
一
月
例
会

利
光
釈
郎
選

晩
学
の
辞
書
く
る
指
に
夜
寒
か
な　
　
　
　

近
藤　

律
子

校
庭
の
真
中
に
銀
杏
黄
葉
か
な　
　
　
　
　

北
原　

勝
介

父
祖
の
地
の
家
も
幻
震
災
忌　
　
　
　
　
　

本
田　

孝
子

鹿
本
短
歌
会　

十
一
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

絵
筆
も
て
柿
に
真
向
か
ふ
夕
ま
ぐ
れ
こ
よ
な
き
味
も
形
に
せ
ば
や　
　
　

中
山　

秀
子

一
面
の
苅
田
の
ひ
こ
ば
え
柔
ら
か
に
秋
風
受
け
て
気
持
よ
さ
そ
う　
　
　

荒
尾
智
恵
子

逝
き
し
子
の
ほ
ほ
ゑ
み
か
く
る
眼
差
し
に
目
守
ら
れ
な
が
ら
喜
寿
過
ぎ
て
ゆ
く 

江
良
美
佐
子

石
人
短
歌
会　

十
一
月
例
会

富
田
豊
子
選

赤
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
越
し
に
て
見
る
君
の
思
い
出
達
が
発
酵
す
る
ね　
　
　

堀
田　

恵
美

阿
蘇
の
山
薄す

す
き

の
波
に
バ
ス
の
な
か
歓
声
あ
が
る
グ
ル
ー
プ
旅
行　
　
　
　

三
森　

京
子

昼
な
が
ら
雨
の
草く

さ

ふ生
に
鳴
く
虫
の
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
秋
深
み
ゆ
く　
　
　

横
手　
　

淑

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
二
月
例
会

窓
越
し
に
見
れ
ば
木
の
葉
の
ち
ぎ
れ
舞
ふ
木
枯
ら
し
吹
き
て
冬
深
み
ゆ
く　

鶴
田　

美
昭

一
陣
の
突
風
来
た
り
て
冬
前
の
銀
杏
木
葉
を
は
ら
は
ら
散
ら
す　
　
　
　

池
田　

敏
子

は
ら
は
ら
と
散
り
ゆ
く
花
や
残
る
花
こ
の
世
の
定
め
わ
び
し
き
ゆ
う
べ　

皆
本　

幸
子

鹿
北
短
歌
会　

十
一
月
詠
草

星
原
の
山
に
う
っ
す
ら
朝
や
け
の
雲
の
か
か
り
て
寒
気
や
わ
ら
ぐ　
　
　

島
北　

鎌
岳

ぱ
ち
ぱ
ち
と
さ
や
殻
は
じ
く
音
が
し
て
小
豆
の
む
し
ろ
に
秋
の
陽
は
充
つ 

弓
掛
む
つ
子

廃
業
を
ね
ぎ
ら
い
く
れ
る
友
の
い
て
心
ほ
の
ぼ
の
な
り
ゆ
く
我
は　
　
　

貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会　

十
一
月
詠
草

雨
の
夜
も
わ
が
眼
は
乾
く
上
向
き
て
注
す
目
薬
に
夜
の
灯
が
滲
む　
　
　

片
山　

陽
子

青
竹
を
芯
に
お
き
た
る
活
け
か
た
を
写
真
で
教
え
し
病
床
の
師
は　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

風
冷
え
て
日
暮
れ
の
早
さ
に
戸
惑
え
り
野
山
う
っ
す
ら
紅
葉
始
む　
　
　

富
田　

龍
子

鹿
央
短
歌
会　

十
一
月
作
品

佐
賀
平
野
黄
金
の
田
の
面
越
え
行
け
ば
山
に
抱
か
る
る
古
湯
温
泉　
　
　

木
下　

精
子

好
天
に
小
豆
の
莢
が
ぱ
ち
ぱ
ち
と
弾
け
る
勢
い
吾
も
欲
し
い
よ　
　
　
　

森　
　

道
子

小
松
菜
も
大
根
の
葉
も
穴
だ
ら
け
詫
び
は
せ
ぬ
よ
と
虫
踏
み
つ
ぶ
す　
　

東　

よ
り
子

三
岳
短
歌
会　
十
一
月
例
会

竜
の
髭
と
ふ
い
か
め
し
き
名
を
持
つ
草
よ
葉
間
の
瑠
璃
は
も
し
や
目
玉
か　

戸
次　

幸
子

朝
も
や
の
川
沿
ひ
の
道
急
ぐ
な
り
全
国
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
会
へ　
　

牧
山
シ
マ
子

晩
秋
と
云
へ
ど
も
暑
き
キ
ャ
ベ
ツ
畑
こ
こ
は
怡
し
と
白
蝶
乱
舞　
　
　
　

迎
田　

栄
子
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新着図書ピックアップ

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310　　★こもれび図書館　　☎ 43 ｰ 1082　　★鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
 　★菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111　　★鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111　　★社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651

蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】

【ひだまり】
【鹿北】

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】
【菊鹿】

暮らしの楽しみ方、ものの選び方、
人との付き合い ･･･。センス抜群の
有元葉子の暮らしをさまざまな角度
から切り取り、たっぷりの写真と文
章でつづります。

　2014 年1 月、「関西の視聴率王」や
しきたかじんが亡くなった。2年間の闘
病生活には、その看病に人生のすべて
を捧げた、かけがえのない女性がいた。
「永遠の０」の著者が、故人の遺志を継
いで記す純愛ノンフィクション。

殉愛
百田尚樹 / 著　幻冬舎

おばあちゃんのななくさがゆ
野村たかあき / 著　佼成出版社

おしょうがつがすぎて、あしたは一がつ
七か。おばあちゃんは、ななくさがゆを
つくるんだって。きりちゃんもおてつだい
します。ななくさがゆって、どんなもの？
どうしてこのひにおかゆをたべるの？お
ばあちゃん、おしえてね。

今月の休館日
ひだまり図書館
　▷12月29日㈪から１月３日㈯まで
　　１月５日㈪・12日㈷・19日㈪・26日㈪
こもれび図書館
　▷12月29日㈪から１月３日㈯まで
　　１月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬
鹿北図書室、菊鹿図書室、鹿央図書室
　▷12月29日㈪から１月３日㈯まで

催しスケジュール
鹿本市民センター２階視聴覚室 こもれび図書館　
・大人のための上映会　高倉健さん追悼 ・おはなし会　午前11時から
　『ミスターベースボール』 日時▷�１月10日㈯・17日㈯・24日㈯・31日㈯
　日時▷１月18日㈰　午後２時から ・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から

日時▷�１月８日㈭・15日㈭・22日㈭・29日㈭
ひだまり図書館　 ・プレママタイム（妊婦対象）　午前10時45分から
・おはなし会　午後２時から 日時▷�１月８日㈭・15日㈭・22日㈭・29日㈭
日時▷�１月10日㈯・17日㈯・24日㈯・31日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
日時▷�１月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
・プレママタイム（妊婦対象）　午前10時45分から
日時▷�１月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫

こもれび図書館からのお知らせ
市役所正面玄関前の駐車場は混雑しますので、鹿本地域振興局の玄関
前駐車場をご利用いただきますようお願いします。

大切にしたいモノとコト
有元葉子 / 著　集英社

『やまが肝いりどん』通信
～ 婚活セミナー「ハートキャッチセミナー」から ～
　婚活セミナー講師、山部かよ先生のお話から、恋愛・結
婚の現場で起こっていることをご紹介します。
「結婚」のスタイルが次のように変化しています。
１　一生結婚できない人が増えている
　現在の生涯未婚者の男性は５人に1人、女性は10人に1
人。35歳以上で結婚できるのはたったの１割。残りの９割は
一生結婚ができないまま終わっている。
２�　結婚しない・できない理由の1位は「良いお相手が
いないから」
　一部の若く・魅力的な女性・男性に人気が集中する「一
極化現象」。これにより、少数の「すごくモテる人たち」とその
他大勢の「特にモテない人たち」に分かれる「魅力格差」。
３�　初婚年齢は上がっているが、歳を取ると結婚しづ
らくなるのは今も昔も変わっていない
　周囲の結婚年齢が上がっているので自分も歳をとっても
結婚できると思いきや、実は一生結婚できなかったという

人が増えている。
４�　歳の差婚・国際結婚など、結婚スタイルの自由化が
急速に進んでいる
５　男女平等化がすすんでいる
　
　恋活・婚活で重要なのは、手段より戦略。秘

ひ け つ

訣は「自分に
合った手段や行動を取っているか？」ということです。恋人
や結婚ができない原因を探しては解決することを繰り返し
て原因を無くしていくと、何歳でも結婚はできます。

あなたもやまが肝いりどん事業に登録して、自分に
合った婚活を実践しましょう。

肝いりどんについての問い合わせ先
…地域生活課　☎43－1114

現在の登録者　146 人（男性 84人　女性 62人）
交際中のカップル　13組　　　成婚実績４組
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第１回

　

山
鹿
市
内
に
は
、神か

ぐ
ら楽
や
雨
乞
い
踊
り
な
ど
「
人
か
ら
人
へ

受
け
継
が
れ
て
き
た
」民
俗
芸
能
が
あ
り
ま
す
。今
回
か
ら
数
回

に
わ
た
っ
て
、各
地
域
で
保
存
会
を
結
成
し
て
継
承
さ
れ
て
い

る
民
俗
芸
能
を
紹
介
し
ま
す
。

阿
佐
古
の
か
せ
い
ど
り
う
ち

　

菊
鹿
町
の
城し

ろ
き
た北

校
区
の

阿あ

さ

ご

佐
古
区
に
は
「
か
せ
い
ど

り
う
ち
」と
い
う
小
正
月
の

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。毎

年
１
月
14
日
の
夜
に
地
区
の

子
ど
も
た
ち
が
顔
に
墨
を
塗

り
、か
せ
い
ど
り
を
各
戸
に

届
け
る
と
い
う
行
事
で
す
。

　

か
せ
い
ど
り
と
は
、長
さ

70
セ
ン
チ
ほ
ど
の
し
め
縄
に

粟あ
わ

の
穂
を
挿
し
た
も
の
で

す
。毎
年
１
月
初
旬
に
、阿
佐
古
区
の
子
ど
も
た
ち
が
座ざ

が
し
ら頭

の
家

に
集
ま
っ
て
、親
や
保
存
会
や
地
域
の
人
た
ち
の
手
を
借
り
な
が

ら
、各
戸
に
配
布
す
る
か
せ
い
ど
り
を
作
り
ま
す
。粟
は
座
頭
の
家

で
栽
培
し
た
も
の
を
使
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
14
日
の
当
日
、乙お

と
す
め皇
神
社
に
か
せ
い
ど
り
を
供
え
て
お
参

り
し
た
後
、い
く
つ
か
の
組
に
分
か
れ
て
、各
戸
を
回
っ
て
い
き
ま

す
。子
ど
も
た
ち
は
玄
関
の
戸
が
開
く
と
「
か
せ
い
ど
り
、ど
っ
さ

り
お
祝
い
な
」と
大
き
な
声
を
発
し
、か
せ
い
ど
り
で
上
が
り
框か

ま
ち
を

叩
き
ま
す
。家
の
人
は
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
や
お
餅
を
渡
し
て

か
せ
い
ど
り
を
も
ら
い
、神
棚
に
供
え
、家
内
安
全
と
一
年
の
豊
作

を
祈
り
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
数
百
年
続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、近
年
は
少

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課
文
化
係　

☎
43
‐
１
６
５
１

子
化
が
進
み
、伝
承
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で

数
年
前
か
ら
、男
の
子
だ
け
が
参
加
し
て
い
た
の
を
女
の
子
も
加

わ
る
こ
と
で
参
加
者
を
増
や
し
、行
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
坂
な
れ
な
れ
な
す
び
踊
り

　

長
坂
な
れ
な
れ
な
す
び
踊

り
は
、毎
年
３
月
初
旬
に
行

わ
れ
る
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し

た
と
考
え
ら
れ
る
踊
り
で
、

長
坂
区
の
長
坂
厳い

つ
く
し
ま島
神
社

で
執
り
行
な
わ
れ
る
伝
統
的

行
事
で
す
。

　

踊
り
手
６
人
と
ど
ら
打
ち

４
人
、歌
い
手
10
人
の
合
計

20
人
が
神
社
境
内
の
舞
殿
で

踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。祭
り

当
日
は
夜
８
時
頃
か
ら
集
ま
っ
て
、し
ば
ら
く
お
酒
を
酌
み
交
わ

し
、夜
10
時
頃
に
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

踊
り
手
は
非
常
に
素
朴
な
衣
装
（
白
い
麻
の
狩か

り
ぎ
ぬ衣
）を
身
に
ま

と
い
、蓑み

の
が
さ笠

を
烏え

ぼ

し

帽
子
の
よ
う
に
被
り
ま
す
。そ
し
て
、大
太
鼓
の

周
り
を
取
り
囲
ん
で
、唄
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
輪
に
な
っ
て
約
20

分
間
踊
り
続
け
ま
す
。神
社
で
の
踊
り
を
終
え
る
と
、そ
こ
か
ら
東

へ
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
「
稔と

し
の
か
み

之
神
」へ
移
動
し
て
、再
び
同

じ
踊
り
を
奉
納
す
る
と
行
事
は
終
了
で
す
。

　

そ
の
踊
り
と
歌
詞
は
非
常
に
古
風
で
、三み

す
み隅
治は

る
お雄
氏
（
元
・
東

京
国
立
文
化
財
研
究
所
）に
よ
る
と
「
唄
は
一
種
の
田た

う
た歌
で
あ
る

が
関
東
の
鹿
島
踊
り
に
近
い
念
仏
調
で
あ
り
、踊
り
は
一
種
の
念

仏
踊
り
で
大
阪
住
吉
神
社
の
住
吉
踊
り
と
骨
格
は
同
じ
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。中
世
の
宗
教
芸
能
を
起
源
し
た
こ
の
踊
り

は
、そ
の
形
を
留
め
た
ま
ま
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
数
少
な

い
民
俗
芸
能
と
い
え
ま
す
。　

　

現
在
は
、後
継
者
不
足
が
悩
み
の
種
で
す
が
、保
存
会
が
地
域
の

結
束
を
強
め
て
意
欲
的
に
保
存
継
承
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 なれなれなすび踊りの風景

『
遠
隔
操
作
』
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
勧
誘
ト

ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

【
相
談
事
例
】

　
事
業
者
か
ら
電
話
勧
誘
さ
れ
、
よ
く
理
解
せ
ず
言

わ
れ
る
ま
ま
に
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
事
業
者
に
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
を
『
遠
隔
操
作
』
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
承
諾
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
契
約
に

申
し
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

�

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
安
易
に
勧
誘
業
者
に
遠
隔
操
作

さ
せ
て
契
約
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
遠
隔

操
作
さ
せ
る
と
、
契
約
し
よ
う
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
確
認
す
る
機
会
を
失
い
、
パ
ソ
コ
ン
内
の
情

報
を
見
る
こ
と
、
自
由
に
操
作
す
る
こ
と
も
許
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
遠
隔
操
作
を
さ
せ
る
際
に

は
、
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
き
ち
ん
と
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●　

�

契
約
内
容
を
十
分
に
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
ま

し
ょ
う
。
原
則
と
し
て
、
契
約
は
口
頭
の
合
意
の
み

で
有
効
に
成
立
す
る
た
め
、
電
話
の
や
り
と
り
の

み
で
も
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●　

�

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法
の
適

用
が
な
い
た
め
、
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

※�

お
困
り
の
際
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
43
‐
１
５
７
９

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

顔に墨を塗って各戸を回る子どもたち
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問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

「地域の収集所に出せないごみ」や「市で取り扱いができないごみ」があります。
ごみを出す前に『ごみの出し方・分け方』や『ごみ分別辞典』で確認をお願いします。
また、事業所（会社、お店、農業など）から発生するごみは、収集所には出せません。
各自、各事業所で責任を持って処分してください。

【自分で処理施設に搬入いただくごみ】
　●　引越しや庭木の剪定等で発生した多量のごみ
　●　畳
　●　オルガン、エレクトーン、卓球台
　●　太陽熱温水器、天日風呂、浴槽、流し台、ボイラーなど自ら解体をおこなったもの
　●　商店、飲食店、事業所等、事業活動に伴って出るごみの一部
　　（紙くず、木くず、生ごみ等の事業系一般廃棄物のみ）
　※自己搬入量は、一日軽トラック 1台までが原則です。

【市で取り扱いができないごみ（排出禁止物）】
　●　家電リサイクル法等により処理方法が決められているもの
　⇒テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機、衣類乾燥機
　※分解したものも、排出禁止です
　●　 産業廃棄物
　⇒�建築廃材（鉄筋および鉄くず含む）、廃土、農業用機械
器具、農業用資材など

　●　取り扱いに危険を伴うもの
　⇒廃油類、農薬、火薬など
　●　その他、市で取り扱うことが難しいもの
　⇒タイヤ、バッテリー、消火器、オートバイ、ピアノ、大型温水器、車の部品など
上記については、工事・作業等を依頼した業者や購入した販売店に引き取っても
らうなどの方法により処理してください。
※�違反ごみとして収集されなかった場合は、出した人が持ち帰リ、山鹿市のルー
ルに従って出してください

違反ゴミの一例



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 3111　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

この旗が目印です

手づかみで自分で食べる経験を !

　鹿本農業高校の文化祭である「鹿農祭」は、生徒会・
農業クラブ・家庭クラブの３部会が中心となって企画・
運営を行います。鹿本農高ならではのイベントとして、

生徒が家や学校で作っ
た農産物の良さを競う
「農産物品評会」、学
校の農産物で作る手作
りカレーの会食、収穫
の恵に感謝する収穫感
謝祭があります。また、

ステージ発表、食品バザー、農産物販売、バイオ体験、
各部活動の発表などさまざまな催しがあり大盛況で、
特に郷土芸能伝承部の道行では、優雅な舞に生徒もお
客さんも魅了されました。来年度も精一杯のおもてな
しをしますので、多くの皆さんの来校をお待ちしてい
ます。

　また、鹿本農高は施設園芸科、食品工業科、バイオ工
学科、生活科学科の４学科それぞれに特色があり、生徒
が生き生きと輝ける行事や授業を行っています。さら
に、コメロンパンに代表される商品開発などの地域の
特性を生かした活動も活発に行っています。
　そして、来年度は農業クラブの県と九州の事務局を
担当します。そのため、今年の６月と８月には県内外の
多くの農業高校生が山鹿市を訪れ大会が行われます。
　これからもそれぞれの個性を磨き、仲間や地域とともに
「夢」を叶えら
れる学校を目指
していきます。生
徒一人一人がス
ター☆です。

鹿農祭～ 101新たな地上の星が今きらめく☆～
多くのご来場ありがとうございました

鹿本農業高校

◦鹿本農業高校データ◦　小田信也校長　生徒数 324 人

子どもの食べる力を育てるために…
　乳幼児期には、子どもの発育・発達に合わせた食事が
必要です。奥歯が生えそろう３歳頃までは、そしゃく機能
は発達段階。食べ方と同時に安心と安らぎの中で「食べ
る楽しさ」の基礎づくりにあたります。

「子育て応援の店」登録店
JA かもと ファーマーズ
マーケット「夢大地館」

（赤ちゃんの駅）
ミルク用のお湯の提供・おむつ交
換の場所の提供・子育て情報の発
信など

鹿本農業高校スローガン
「個性を磨き、目指そう“地上の星”」

　12 ～ 18 カ月になると手づかみ食べが盛んになりま
す。これは、子どもに「自分でつかんで食べたい」とい
う欲求の出てきた発達の証しです。手づかみ食べは、食
べ物を目で見て、手指でつかんで固さを確かめ、口まで
運んで入れるという、目と手と口の行動の発達です。こ
れが練習となって、やがてスプーンや食器にも関心を持
ちはじめます。
　いろいろな食べ物を見る、触る、味わう体験を通して
自分で食べようとする力を育んでいきます。

父親応援事業
～おとうさん あつまれ！！～

「Ｐａｐａぽけっと」

　つどいの広場
「おさか童夢」
では、自然の中
でお父さん力

を発揮しながら、親子が楽しむことができ
る場や父親の仲間づくりの場の取り組みを
行っています。

飯ごうで炊いた
ご飯。おにぎりに
は何を入れる？

プレパパ・ママ教室
・日時　１月下旬〜２月上旬予定  ・場所　山鹿子育て支援センター
・内容　妊婦模擬・沐浴模擬体験、市民医療センター助産師の講話
・対象　開催日以降〜平成27 年６月までに出産予定の人
離乳食教室
・日時　２月23 日㈪　・対象児　平成26 年８〜９月生まれ

開催予定の教室（詳しくは山鹿子育て支援センターへ問い合わせください）
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昔ながらのコンニャク作りに挑戦！
杉の子保育園☎ 43 − 7571

　我が園では、いろいろな伝統をお
じいちゃん、おばあちゃんたちから子
へ、そして孫へと伝えていけるような
遊びや活動を、少しでも多く取り入れ
ていけたらいいなと思っています。
　今回、鹿北生活研究グループの方々にご協力をいただ

き、５、６歳児と学童生が昔な
がらのコンニャク作りを体験
しました。
　ミキサーにかけたコンニャク芋
を、手でぐるぐるまぜまぜして、
コンニャク芋の感触を味わいまし

た。どんどん固くなるコンニャク芋に子どもたちは興奮し「う
わぁ〜すご〜い！！」と大喜びでした。
　縦割りグループで活動したので、どのグループも年上の子
が年下の子のお世話をしてくれ
て、力を合わせていろいろな
形のコンニャクができました。
　これからもいろいろな方の
力をお借りして、子どもたちと
共に活動を広げていきたいと
思います。

地域とのつながりを大切に
山鹿東保育園☎ 44 − 6253
　毎年 10 月に山鹿回生病
院で開催される「地域交流
祭」に参加させていただい
ています。
　昨今、核家族化がすすみ
家族とのつながりはもちろ

んのこと、地域の方々とのつながりも年々希薄になっ
てきています。地域に深く根付いている保育園の役割
の一つに、地域の方々と園児との交流の場を積極的に
設け、子どもたちには自分の住んでいる地域の方々の
温かさやふるさとの良さを感じ、また、地域の方々に
は子どもたちと接することで癒しや喜びを感じてほし
いと思っています。
　子どもたちが大人になった時に「山鹿で生活したい」
と思ってもらえるようなふるさとづくりを目指してい
くためにも、地域との交流は欠かせないものだと感じ
ます。「地域交流祭」もたくさんの地域の方で盛大に開
催されます。ぜひ一度、足を運んでみてはいかがですか。

　「いっぱい いっぱい 笑顔がいっぱい 夢いっぱい♪
あんずの丘に吹きぬけるさわやかな風にみんなの声と
笑顔をのせて♪」児童集会などで、子どもたちが歌う
六郷小のオリジナルポエムの一節です。歌詞のとおり、
あんずの丘に隣接し、豊かな自然に囲まれた素敵な環
境にある六郷小です。自然を生かし「アイガモ農法に
よる米づくり」など、地域の教育力を生かした教育に
取り組んでいます。昨年度は、算数科を中心に「みん
なで学び合い、わかる
できる喜びを感じ合
う授業」を目指した研
究発表を行い、大きな
成果をあげました。本
年度も研究の成果を
生かした授業づくり
に努めています。
　また、校訓をもとに５項目からなる「六郷小のわた
したち」を児童像として、あいさつ運動やボランティ
ア活動に取り組んでいます。本年度は、全校児童 128

人の心や力を一つにして、全校で一体となって取り組
む機会をできるだけ設けています。全校のふれあい活
動や「やさしさの花集会」を充実したり、東部音楽会
での全校合唱、夏休み明けの「くまモン体操」などに
取り組んできました。
　３学期には新校舎の建設も始まり、平成 28 年度に
は菊鹿小学校として新たな歴史を刻みます。夢にあふ
れ希望に満ちた未来志向のもと「あんずの丘に笑顔が
いっぱい」の学校を目指し、頑張っている六郷小です。

あんずの丘に笑顔がいっぱい六郷小六郷小学校

◦六郷小学校データ◦　池田幸春校長　児童数 128 人

地域の方による紙芝居

全校合唱「エール」
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
１歳６か月児健診
25 年５月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
３・４か月児健診
26 年９月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７・８か月児健診
26 年５月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
26 年２月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
23 年９月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
３・４か月児健診
26 年９月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
26 年２月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

３歳児健診
23 年９月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

25 26 27 28 29 30 31
７・８か月児健診
26 年５月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
25 年５月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦印鑑◦妊娠届出書（予定日が分かるもの）◦過去の妊娠、
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合は、相談に
応じますので事前にご連絡ください。

乳幼児健診の対象のお子さん
には個別通知を出しています。
届いていない場合は、健康増
進課へ連絡してください。

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本健康福祉センター
　　　　　　（ひだまり）

1健康カレンダー
月

元日●

● 成人の日

　19 歳以上の人がいる全世帯へ１月下旬に郵送
します。検診を希望しない人も、必ず記入して
返信をお願いします。
　年に１度、自分の健康状態を確認し、生活習慣を
見直すチャンスです！この機会にぜひ受診しましょう。
※�平成 26 年度の健診の結果、精密検査の必要が
あった人は、医療機関で精密検査を受けまし
たか？紹介状を手元に持ったままの人は、早
めに受診しましょう。

平成 27年度各種検診希望調査票を
郵送します

　健康づくりは、食生活・運動・休養が３本柱と言わ
れています。
　食べすぎ、飲みすぎをせず、心身ともに休養をとり、生
活の中に自分にできる運動を取り入れましょう。運動す
ることで、生活習慣病予防や運動
機能維持などの効果が得られ、健
康づくりに役立ちます。
　運動は苦手…という人は、まずは
「歩く」ことを生活の中に取り入れ
てみましょう！

今年も健康に過ごすために
まずは「歩く」ことから！
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◦�対象者　接種当日の時点で山鹿市に住所を有する人で、
次のいずれかに該当する人
①熊本県が実施する「熊本県風しん抗体検査事業」　で予
　防接種が必要と判断された人
※１�「熊本県風しん抗体検査事業」については山鹿保健所
へお尋ねください。

②過去の風しん抗体検査（妊婦健診など）で、HI 抗体価が
　16倍以下相当だった人のうち妊娠を希望する女性
※�妊娠中の女性および妊娠をしている可能性がある女性
は、予防接種を受けることができません。

風しん予防接種費用を助成します

　山鹿市では、赤ちゃんの先天性風しん症候群を予防する
ため、風しんの抗体価が低い人を対象に風しん予防接種費
用を助成します。妊娠を希望する女性は、ぜひこの機会に風
しんの予防接種をしましょう。

※１

◦接種期間　平成27年３月31日㈫まで

◦�接種の手続き方法　接種を希望する人は山鹿市健康増
進課へご連絡ください。また、詳しくは山鹿市ホームページ
をご覧ください。

◦接種料金　3,600 円
※�市が７割助成しますので、３割（3,600 円）の自己負担金
となります。

高齢者の肺炎球菌ワクチン

　今年度の高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種対象者に
は、平成26 年10月上旬に案内文を送付しています。接種期
間は平成27年３月31日㈫までです。
　また、案内文書中に「予防接種を受けることができない人：
放射線、免疫抑制剤等で治療中の方」という記載がありまし
たが、放射線、免疫抑制剤等で治療中の人も高齢者用肺炎
球菌ワクチンの予防接種ができますので、主治医と相談し、
必要な時に接種をお願いします。
　高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の詳細については広
報やまが10月号をご覧ください。

【献血日】１月 15日㈭
◦Mr.Max 山鹿店
　受付時間　  9：30 ～ 11：30、12：30 〜 16：00

【献血日】１月 22日㈭
◦山鹿警察署
　受付時間　  9：30 ～ 12：00
◦山鹿市民医療センター
　受付時間　13：30 〜 15：30

献血にご協力ください

＜はたちの献血キャンペーン＞
◆キャンペーン期間◆１月１日㈷～２月28日㈯
　冬季は体調を崩す人が多く、献血者が減少しがちです。
この時期に安全な血液を安定的に確保するため、新たに成
人を迎える「はたち」の若者を中心に、献血に関する理解
と協力を呼びかける「はたちの献血キャンペーン」を実施し
ます。患者さんが安心して輸血を受けられるよう、400ml 献
血・成分献血への継続的なご協力をお願いします。
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山　鹿
　山　鹿　野中　照正さん (82)　柿塚　博之さん (77)
　　　　　高木　勝敏さん (61)　大塚ナツエさん (95)
　　　　　松尾　久子さん (67)　山口　昭二さん (83)
　　　　　福田　正明さん (74)　迎田ヤス子さん (97)
　米　田　後藤キミ子さん (86)　大津山博行さん (86)
　　　　　原田不二夫さん (88)　川上　澤子さん (73)
　川　辺　猿渡　繁光さん (82)
　八　幡　古川　新一さん (83)　平川　義嗣さん (83)
　　　　　藤本　任子さん (87)
　平小城　北原カオルさん (97)
　三　玉　立山　英之さん (66)　井垣　　静さん (86)
　大　道　川上ヨウ子さん (67)　奥村　政春さん (76)
　　　　　富永　德男さん (85)　木庭ミチヱさん (96)
　　　　　奥村真須美さん (52)　原口　絹子さん (88)
　　　　　田上ハルキさん (97)
鹿　北
　岳　間　安達チヨメさん (96)　西田　輝子さん (88)
　岩　野　小原ミツルさん (81)　石貫ツヱカさん (83)
　　　　　山下　弘道さん (94)　横田　光義さん (71)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

※11月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

山　鹿

　山　鹿　松岡　　舞さん♥中光　磨美さん
　　　　　松尾　　誠さん♥川上　　遥さん
　　　　　佐々木　涼さん♥吉川　華月さん
　　　　　加茂龍之助さん♥堀　　綾乃さん
　米　田　工藤　隆雄さん♥岡　　春奈さん
　平小城　永田　秀平さん♥坂木　愛美さん

　　　　　伊豆永里志さん♥髙野さやかさん
　三　玉　野田　博文さん♥林　　留美さん
　大　道　栗原　浩史さん♥今坂　　佳さん
　　　　　中村　芳也さん♥田㞍　友美さん
菊　鹿

　六　郷　岡山　寛郎さん♥村上　聖実さん
　内　田　羽根田和明さん♥竹山萌奈実さん
　城　北　杉本　仁士さん♥山口実可子さん
　　　　　德永　尚信さん♥川副美枝子さん

問い合わせ先…市民課　☎４３−１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ

　　　　　主計　　等さん (82)
　広　見　後藤　敏春さん (72)
菊　鹿
　内　田　児玉クニ子さん (100)　栗原　輝男さん (84)
　　　　　松本ヨシ子さん (101)
　六　郷　土田　喜吉さん (93)　金光　祐助さん (81)
　城　北　宮本ハルエさん (99)　上野ナツエさん (92)
　　　　　藏原　忠生さん (91)　原口ヒサヱさん (101)
　　　　　甲田ノブコさん (92)　田中　靖照さん (77)
　　　　　藏原　忠男さん (90)
鹿　本
　来　民　前崎　澄雄さん (81)　橘　　豊次さん (103)
　　　　　浦上　恭一さん (80)　松見　曉子さん (88)
　稲　田　城野　裕子さん (87)
　中　富　大和アキエさん (96)　竹下　義鐘さん (85)
鹿　央
　千　田　櫻木キクヱさん (92)　髙宗　芳子さん (99)
　　　　　佐野木満昭さん (82)　東　　信弘さん (63)
　米野岳　朝倉　妙子さん (93)　多田隈康正さん (88)
　　　　　坂本　正哉さん (81)　原　　　現さん (93)
　　　　　原　　令以さん (77)　田代　俊輔さん (83)
　　　　　立山　義晶さん (93)　松永フイ子さん (67)

山　鹿

　山　鹿　井本航
こう た ろ う

太郎さん　大橋　侑
ゆうせい

生さん
　　　　　在原宗

そういちろう

一郎さん　丸山　大
ひ ろ と

翔さん
　　　　　谷川　槙

ま ひ ろ

優さん　葊瀬ひまりさん
　　　　　諌山　蒼

あ お い

生さん
　米　田　和田　蓮

れ ん と

音さん
　三　岳　吉川　りあさん
　三　玉　脇山　麻

ま ひ ろ

裕さん
　大　道　中島　凜

り ん か

花さん　緒方　妙
み お

桜さん
　　　　　森　　大

だいすけ

輔さん
鹿　北

　広　見　井手口莉
り お

緒さん　石貫　結
ゆ ら

羅さん
菊　鹿

　内　田　加藤ななみさん
鹿　本

　来　民　藤本　真
ま ほ

帆さん　直井　美
み う

海さん
　中　富　谷　妃

ひ な の

奈乃さん
鹿　央

　米野岳　松岡蒼
く う と

空翔さん　朝倉　陽
ひ な

菜さん
　山　内　荒川　健

け ん ご

剛さん
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　広報やまが 12 月１日号９ページに掲載しました「子ど
も医療費助成対象年齢拡充」の記事内の助成方法について、
誤りがありました。以下のとおり訂正してお詫びします。

誤　▶受給者証が使用できないもの
正　▶医療機関の窓口で一部負担金の支払が必要なもの
　一部負担金を支払った場合は、子ども医療費助成申請書
に記入し、領収書を添付し、診療月の翌月以降に市役所福
祉課または各市民センターに提出してください。（申請書受
け付けは月末締め、その翌月の末にご指定の口座に振り込
みます）

誤　※①～⑥の医療費請求方法
正　※①～⑧の医療費請求方法

広報やまが12月１日号
「子ども医療費の助成対象年齢拡充」ページの訂正とお詫び

問福祉課児童家庭係　☎43－ 0052

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象

年
齢
を
拡
充
し
ま
す

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
児
童
を
助
成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
18
歳
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

受
給
者
証
は
12
月
に
送
付
し
ま
す
。

０歳から 18歳（誕生日後の最初の３月 31日）まで（平成８年４月２日以降生まれ）

対象児童

医療費の助成範囲

保険診療による医科・歯科・調剤薬局の
一部負担金
　※�保険適用外のものは、助成の対象と

はなりません。
　※�幼稚園や保育園および学校管理下で

の負傷、または疾病など独立行政法
人日本スポーツ振興センターの災害
共済給付の対象となる医療費は、助成の対象となりませんので、受給者証は使
用できません。手続きについては、学校などにご確認ください。

助成方法

医療機関の窓口で毎回『健康保険証』と『子ども医療費受給者証』を提示することで、
一部負担金の支払が不要になります。

　▶受給者証が使用できるところ
　　●　県内の保険医療機関（医科・歯科）、ただし外来のみ
　　●　県内の調剤薬局

　▶受給者証が使用できないもの
　　①健康保険証と受給者証 (ピンク色 )を提示しなかった場合
　　②入院分（すべての保険医療機関）
　　③県外の保険医療機関を受診した分
　　④�医療費の一部負担金額が、１カ月に１つの医療機関で２１，０００円以上に

なった場合
　　⑤�医療費が高額になり、加入している健康保険から附加給付や高額療養費が支

給される場合（加入されている健康保険の給付内容をご確認ください。）
　　⑥治療用装具等で、健康保険適用を認められたもの
　　⑦柔道・整復（整骨）
　　⑧訪問看護
※①～⑥の医療費請求方法
　●　�医療機関で一部負担金を支払った後、子ども医療費助成申請書に記入し、領収

書を添付し、市役所（市民課・福祉課）または各市民センターに提出してくだ
さい。（申請書受け付けは月末締め、その翌月の末にご指定の口座へ振り込みます）

　●　�申請書は、受診された翌月以降に提出をお願いします。

※�中学校１年生から高校３年生相当年齢（平成８年４月２日から平成 14年４月１日
生まれ）の人で、申請手続きがお済でない人は、福祉課へお問い合わせください。

問い合わせ先…福祉課児童家庭係　☎４３－００５２

子ども医療費受給者証

電気安全九州委員会

たこなどが電線に引っかかった場合や、
切れたりたれ下がった電線を見つけた場合は、
絶対近づかず、九州電力にお電話ください。

でん  せん ひ ば  あい

ば  あいき

きゅうしゅうでん りょく でん  わ

み

ぜっ たい ちか

でん せんさ

あ
ぶ
な
い
よ
！
電
線
の
近
く
は
！

あ
ぶ
な
い
よ
！
電
線
の
近
く
は
！

あぶないよ！
電線近くでの
たこあげは！

あぶないよ！
電線近くでの
たこあげは！

電柱・鉄塔に
昇らないで！
電柱・鉄塔に
昇らないで！

で ん　せ ん ち かで ん　せ ん ち か で ん　ちゅう

の ぼ

て っ　と うで ん　ちゅう

の ぼ

て っ　と う

で 

ん
　
せ 

ん

ち

か

で 

ん
　
せ 

ん
　

ち

か

クレーン車や重機は
電線に注意して！
クレーン車や重機は
電線に注意して！
で ん　せ ん ちゅう　い

しゃ じゅう　き

で ん　せ ん ちゅう　い

しゃ じゅう　き

切れた電線には絶対に
触れないで！
切れた電線には絶対に
触れないで！

き

ふ

で ん　せ ん ぜ っ　た いき

ふ

で ん　せ ん ぜ っ　た い

電線の近くで作業する場合は、必ず事前連絡をお願いします。
でん  せん ぜん  れん らく ねがちか さ　ぎょう ば    あい かなら じ

クレーン車や重機は
電線に注意して！
クレーン車や重機は
電線に注意して！
で ん　せ ん ちゅう　い

しゃ じゅう　き

で ん　せ ん ちゅう　い

しゃ じゅう　き

電線の近くで作業する場合は、必ず事前連絡をお願いします。
でん  せん ぜん  れん らく ねがちか さ　ぎょう ば    あい かなら じ

　

冬
は
た
こ
揚
げ
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
近
く
や
鉄

塔
周
辺
で
の
た
こ
揚
げ
は
行
わ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

た
こ
な
ど
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電

力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
６
０
１

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

お知
せら

　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、全
国
一

斉
に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」と
い
わ
れ
る

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、今
後
の
農
林
業
の
政
策
に

役
立
て
る
た
め
に
、５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
、農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、調
査

票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
１
７

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お知
せら

農林業センサス
マスコットキャラクター
「つっちー」

　

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
、
農
用
地
区
域

への
編
入
の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦�
受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
３
月
２
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

◦�

場
所　

農
業
振
興
課

◦�

注
意
事
項

①
農
地
を
転
用
し
た
い
と
き
、
そ
の
農
地
が

　

�

農
用
地
区
域
で
あ
る
場
合
、
農
地
転
用
許

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更
申
し
出
の
受
け
付
け

お知
せら

可
申
請
の
前
に
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
除
外
を
す
る
に
は
法
律
に
基
づ
く
要
件
が

　

あ
り
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
き
は
除
外

　
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
５
６
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実は、山鹿市には働きやすい職場づくりで、国や県の
表彰を受けている企業があるんです！！

どんな取り組みをしているの？
仕事と家庭の両立ができる働きやすい職場とは？

企業の紹介やパネルディスカッションを予定しています。
働きやすい職場について、経営者も働く人も一緒に考
えてみましょう。

山鹿市男女共同参画フォーラム in やまが
「働きやすい職場」って、どんなこと？

入場
無料

託児
無料

日時

場所

テーマ

２月１日㈰　午後１時

山鹿市民交流センター　文化ホール

「働きやすい職場づくり」

問人権政策課男女共同参画推進室　☎ 43 － 1199

ご存知ですか？
山鹿市には世界シェア№１の
ものを作る工場があります。
答えは２月１日明らかに…☆

日時　１月 18 日㈰　午前９時半開場　午前 10 時開演

場所　山鹿市民交流センター 文化ホール

内容　愛市憲章唱和
　　　市政功労者表彰（自治功労表彰、文化・産業・スポーツ表彰、善行表彰など）
　　　アトラクション（山鹿少年少女合唱団ほか）

問秘書企画課　☎ 43 － 1112

【注意事項】
　会場の都合上、文化ホール内は来賓および被表彰者のみの入場となります。一般の方は会
議室でのテレビモニター観覧となります。また、会場周辺には駐車場がありませんので、公
共交通機関をご利用ください。

　平成 27 年１月 15 日に山鹿市は合併 10 周年を迎えます。
　これまでの 10 年間の市政の歩みを踏まえ、未来の夢と希望にあふれる “ ふるさと山鹿 ”
のさらなる発展を期して、下記のとおり記念式典を開催します。

山鹿市合併 10周年記念式典を開催します
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平
成
27
・
28
年
度
に
行
う
建
設
工
事
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の
申
請
書
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

◦�

受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

◦�

受
付
場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

２
階　

会
議
室
Ａ

◦�

提
出
方
法　
市
内
業
者
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

◦�

提
出
書
類　

Ａ
４
版
の
フ
ァ
イ
ル
（
焼
却

で
き
る
も
の
、
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に
商

号
ま
た
は
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　

★
表
紙

　

①
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　

②
工
事
経
歴
書
・
測
量
等
実
績
調
書

　

③
営
業
所
一
覧
表

　

④
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

　

⑤
業
態
調
書

　

⑥�

建
設
業
許
可
証
明
書
の
写
し

　
　

測
量
・
設
計
・コ
ン
サ
ル
登
録
証
の
写
し

　

⑦
商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）

　
　

ま
た
は
身
元
証
明
書（
個
人
）（
写
し
可
）

　

⑧
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）（
写
し
可
）

　

⑨
印
鑑
証
明
書
（
写
し
可
）

　

⑩
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

　

⑪
技
術
職
員
名
簿

　

⑫
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

　

⑬
建
退
共
加
入
・
履
行
証
明
書
（
写
し
可
）

　

⑭
労
働
保
険
料
納
付
証
明
書
（
写
し
可
）

　
⑮
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書（
写
し
可
）

　

⑯
委
任
す
る
場
合
委
任
状

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
（
指
名
願
）受
け
付
け

お知
せら

　

⑰
暴
力
団
関
係
で
な
い
旨
の
誓
約
書

　

⑱
役
員
お
よ
び
株
主
（
出
資
者
）
調
書

　

Ⓐ
入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
種
調
書

　

Ⓑ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
書

　

Ⓒ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
証
明
す
る
書
類（
写
し
）

　

�

Ⓓ
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
を
証
す
る
書

　

類
（
写
し
）

※�

建
設
工
事
業
者
に
つ
い
て
は
★
～
⑱
を
、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
つ
い
て

は
★
～
③
、
⑥
～
⑫
、
⑯
～
⑱
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

⑯
⑱
は
、
該
当
す
る
場
合
の
み
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�
Ⓐ
に
つ
い
て
は
、
山
鹿
市
内
の
建
設
工
事

業
者
は
全
業
者
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
に
つ
い
て
は
、
山
鹿
市
内
業
者
で

該
当
す
る
業
者
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

様
式
な
ど
は
、
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

財
務
課
監
理
契
約
室

受
付
期
間
中
☎
46
‐
３
１
５
５

受
付
期
間
前
後
☎
43
‐
１
１
１
８

　

山
鹿
市
が
平
成
27
・
28
年
度
に
行
う
小
規

模
な
工
事
お
よ
び
修
繕
（
契
約
の
金
額
が

50
万
円
以
下
）
の
見
積
り
に
参
加
希
望
す
る

事
業
者
の
登
録
制
度
で
す
。

※
今
回
の
提
出
は
新
た
な
２
ヵ
年
分
の
受
け

付
け
に
な
り
ま
す
の
で
、
す
で
に
提
出
さ
れ

て
い
る
業
者
も
、
再
度
提
出
が
必
要
で
す
。

◦
申
請
で
き
な
い
事
業
者

　

�

①
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐
人
ま

小
規
模
工
事
等
契
約
事
業
者

登
録
申
請
書
の
受
け
付
け

お知
せら

　

た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

　

�

②
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
住
所
を

　

有
し
な
い
者

　

�

③
山
鹿
市
の
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿

　

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

　

④
市
税
に
未
納
が
あ
る
者

　

�

⑤
そ
の
他
契
約
の
相
手
方
と
し
て
不
適
当

　

と
認
め
ら
れ
る
者

◦�

登
録
で
き
る
業
種　

建
設
業
法
に
掲
げ
る

28
業
種
の
う
ち
、
３
業
種
ま
で
。

◦�

受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

◦�

受
付
場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

２
階　

会
議
室
Ａ

◦�

提
出
書
類

　

�

①
小
規
模
工
事
等
契
約
事
業
者
登
録
申

　

請
書

　

�

②
法
人
事
業
者
は
登
記
簿
謄
本
、
個
人
事

　

業
者
は
住
民
票

　

�

③
登
録
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必

　

�

要
な
資
格
、許
可
等
が
必
要
な
場
合
は
、

当
該
資
格
、
許
可
等
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

　
�

④
市
税
に
未
納
が
な
い
旨
の
証
明
書
（
納

　

税
証
明
書
）

◦�
申
請
所
の
提
出
方
法　

鹿
本
市
民
セ
ン

タ
ー
２
階 

会
議
室
Ａ
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

様
式
な
ど
は
、
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

財
務
課
監
理
契
約
室

受
付
期
間
中
☎
46
‐
３
１
５
５

受
付
期
間
前
後
☎
43
‐
１
１
１
８

　

山
鹿
市
が
行
う
物
品
の
購
入
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
度
か
ら
納
入
希
望
業
者
の
登
録
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
・
28
年
度
に
、
山
鹿
市
役
所
お
よ

び
小
・
中
学
校
な
ど
の
市
役
所
関
係
機
関
へ
、

事
務
用
品
、
家
具
、
機
械
器
具
、
日
用
品
、

教
育
用
品
、
医
療
薬
品
類
な
ど
の
物
品
の
納

入
を
希
望
す
る
人
は
、
登
録
が
必
要
で
す
の

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦�

受
付
期
間　

2
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

◦�

申
請
書
の
提
出
方
法　

鹿
本
市
民
セ
ン

タ
ー
２
階 

会
議
室
Ａ
へ
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※�

申
請
書
お
よ
び
申
請
要
領
は
、
山
鹿
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

財
務
課
監
理
契
約
室

受
付
期
間
中
☎
46
‐
３
１
５
５

受
付
期
間
前
後
☎
43
‐
１
１
１
８

物
品
納
入
を
希
望
す
る
業
者

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

お知
せら

　
「
ゆ
〜
か
む
」
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、

専
門
的
な
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
効

率
、
効
果
的
な
事
業
運
営
を
行
い
、
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
民
間
移
譲
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
な
ど
は
、１
月
中
に
山
鹿
市
ホ
ー

ム
ペー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

健
康
増
進
課　
　
　
　

☎
43
‐
０
０
５
０

幸
の
国
健
康
館
「
ゆ
〜
か
む
」

を
民
間
移
譲
し
ま
す

お知
せら
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入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

11/5 平成 26 年度米田東部地区舗装復旧工事 長坂地内 ㈲元田工務店 6,480,000

11/5 甲原堰改修工事 津留地内 日本エフ・アール・ピー㈱ 18,640,800

11/5 梶屋堰改修工事 鹿本町石渕地内 日本エフ・アール・ピー㈱ 5,508,000

11/5 上岩原用水機場改修工事 鹿央町岩原地内 ㈲野田設備工業 6,004,800

11/5 南島地区排水路整備工事 南島地内 ㈲元田工務店 25,542,000

11/5 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
配水管布設工事（１工区） 菊鹿町下内田地内 ㈲岩野石油 28,084,320

11/5 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
配水管布設工事（５工区） 菊鹿町下内田地内 ㈲八代設備 23,889,600

11/5 平成 26 年度岩野地区簡易水道送水管布
設工事（２工区）

鹿北町四丁・岩野
地内 アイビー浄水㈲ 24,834,600

11/5 平成 26 年度岩野地区簡易水道送水管布
設工事（３工区）

鹿北町四丁・岩野
地内 ㈲岩野石油 22,312,800

11/5 平成 26 年度岩野地区簡易水道送水管布
設工事（４工区）

鹿北町四丁・岩野
地内 城北工業㈱ 23,511,600

11/5 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
配水管布設工事（３工区） 菊鹿町下永野地内 ㈲サンテック 8,186,400

11/5 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
配水管布設工事（４工区） 菊鹿町下永野地内 ㈱インセンティブ 10,773,000

11/26 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）送・
配水管布設工事（２工区） 菊鹿町下永野地内 ㈱九電工 山鹿営業所 41,688,000

11/26 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
送水管布設工事（２工区） 鹿本町津袋地内 ㈲野田設備工業 13,878,000

11/26 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
配水管布設工事（６工区） 菊鹿町下永野地内 ㈱高原設備工業 20,412,000

11/26 大浦地区山ノ神溜池改修工事 鹿央町大浦地内 ㈲拓振建設 10,152,000

11/26 本分地区用水路改修工事 菊鹿町木野地内 ㈲九憲土木 10,562,400

11/26 災補河第 83 号長沖川災害復旧工事 古閑地内 ㈱高喜工業 15,217,200

11/26 災補道第 84 号米野下原線災害復旧工事 鹿央町広地内 藤工業㈱ 5,130,000

入札結果の報告（11 月分）

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎ 43‐ 1118

※�

産
業
別
最
低
賃
金
に
は
適
用
範
囲
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応
し
た
賃
金

の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
支
援

と
し
て
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
無
料
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た
。

◦�

場
所　

熊
本
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
安
政
町
８
‐

16
村
瀬
海
運
ビ
ル
７
階　

熊
本
県
社
会
保

険
労
務
士
会
内
）

　

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
１
１
２
４

問�

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

お知
せら地域別最低賃金

熊本県最低賃金 677 円
産業別最低賃金
電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具
製造業

725 円

自動車・同附属品製造
業、船舶製造・修理業、
舶用機関製造業

775 円

百貨店、総合スーパー 707 円



案 内 版 Information

25　2015.1.1　広報やまが

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、復

興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年
分
の
所

得
税
額
の
２・１
％
）を
所
得
税
と
併
せ
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は
「
復
興

特
別
所
得
税
額
」欄
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

還
付
申
告
の
人
も
含
め
、
申
告
さ
れ
る
全

て
の
人
に
つ
い
て「
復
興
特
別
所
得
税
額
」

欄
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペー
ジ（http://

w
w
w.nta.go.jp/

）の
「
個
人
の
方
に
係
る
復

興
特
別
所
得
税
の
あ
ら
ま
し
」を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、山
鹿
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

お知
せら

　

年
末
年
始
は
あ
い
さ
つ
状
や
贈
り
物
、
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附

や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

①
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

�　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時

政
治
家
は
年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
禁
止
で
す

お知
せら

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、冬
場
に
感
染
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
。

【
感
染
経
路
（
感
染
の
き
っ
か
け
）】

・�

主
に
患
者
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
含
ま

れ
る
便
や
お
う
吐
物
か
ら
人
の
手
を
介
し
て

感
染
し
ま
す
。

・�

家
庭
や
共
同
生
活
施
設
な
ど
人
同
士
が
接

触
す
る
機
会
が
多
い
と
こ
ろ
で
、人
か
ら
人
へ

感
染
し
ま
す
。

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
を
！

お知
せら

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
、
法
務
局
山
鹿

支
局
の
登
記
相
談
は
予
約
制
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
登
記
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

登
記
相
談
を
す
る
に
は

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

お知
せら

　

事
業
場
内
の
最
も
低
い
時
間
給
を
40
円
引

き
上
げ
る
計
画
と
、
就
業
規
則
の
改
正
や
労

働
能
率
の
増
進
に
役
立
つ
設
備
の
導
入
な

ど
、
業
務
改
善
に
必
要
な
経
費
が
10
万
円
以

上
の
計
画
を
策
定
す
る
中
小
企
業
に
対
し

て
、
賃
金
引
き
上
げ
に
役
立
つ
業
務
改
善
を

支
援
し
ま
す
。

　

就
業
規
則
の
作
成
、
労
働
能
率
の
増
進
に

役
立
つ
設
備
・
機
器
の
導
入
、
研
修
な
ど
の

実
施
に
係
る
経
費
の
２
分
の
１
（
下
限
５
万

円
、
上
限
１
０
０
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。�

※�

た
だ
し
、
常
時
使
用
す
る
労
働
者
の
人
数

が
企
業
全
体
で
30
人
以
下
の
事
業
場
は
４

分
の
３
を
助
成
し
ま
す
。

問�

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

中
小
企
業
を
応
援
す
る

業
務
改
善
助
成
金

お知
せら

候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

�　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

寄
附
を
す
る
こ
と
、
政
治
家
以
外
の
者
が

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
は
罰
則

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の

禁
止

　

�　

政
治
家
に
対
し
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘

や
要
求
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
治
家
を
威
迫
し
て
、
あ
る
い
は
、

政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

④
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑤
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎

43
‐
１
５
９
４

・�

汚
染
さ
れ
た
二
枚
貝
を
、生
あ
る
い
は
加
熱

不
十
分
で
食
べ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

・�

洗
浄
や
消
毒
が
不
十
分
で
ウ
イ
ル
ス
が
残
っ

て
い
た
場
合
、乾
燥
し
て
舞
い
上
が
っ
た
ウ
イ

ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

【
症
状
】

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
下
痢
、お
う

吐
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。通
常
１
～
２
日
で

回
復
し
ま
す
が
、乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
は
、

脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
り
、吐
い
た
物
を
誤ご

え
ん嚥

し
、肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
予
防
方
法
】

・�

調
理
を
行
う
前
、食
事
の
前
、ト
イ
レ
の
後
、

オ
ム
ツ
な
ど
の
処
理
の
後
、お
う
吐
物
の
処

理
後
（
手
袋
を
し
て
い
て
も
）に
は
手
洗
い

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

・�ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、エ
タ
ノ
ー
ル
（
ア
ル
コ
ー

ル
）は
消
毒
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。石
け
ん
を

使
用
し
た
十
分
な
手
洗
い
で
、ウ
イ
ル
ス
を
洗

い
流
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

・�

加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か

り
加
熱
（
中
心
温
度
が
85
～
90
℃
以
上
で

90
秒
以
上
）し
ま
し
ょ
う
。

・�

調
理
器
具
は
十
分
な
洗
浄
と
消
毒
（
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、加
熱
）を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問�
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎

44
‐
４
１
２
１

に
予
約
が
必
要
で
す
。

◦�

予
約
受
付
時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
15
分
（
平
日
の
み
）

◦�

相
談
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

※�

金
曜
日
は
月
・
水
曜
日
に
振
り
替
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問�

熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

☎
44
‐
２
４
１
１
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働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
や
自

信
を
な
く
し
て
い
る
人
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
働
く
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
行
動

に
踏
み
出
せ
な
い
若
者
や
家
族
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
一
人
一
人
の
状
況
に

合
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
就
労
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象
者　

お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者

　
　
　
　

や
そ
の
家
族

◦�

日
時　

１
月
20
日
㈫

　
　
　
　

２
月
３
日
㈫
・
17
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
５
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
７
４
‐
０
０
０
７

若
年
就
職
相
談
会
＆

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

相談

　

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
人
員　

２
人
以
内

◦�

任
期　

�

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日

◦�

応
募
要
件　

①
山
鹿
市
内
に
在
住
す
る
人

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

募集

　

熊
本
国
税
局
で
は
１
月
19
日
㈪
か
ら
３
月

16
日
㈪
ま
で
の
期
間
、「
確
定
申
告
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
・

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
な
ど
に

電
話
で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電
話
に
か
け
て

い
た
だ
く
と
、自
動
音
声
案
内
で
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、「
０
」番
を
選
択
し
、用
件
を
お
話

く
だ
さ
い
。申
告
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
答
え

し
、問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
電
話

を
転
送
し
て
職
員
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

は
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
！

お知
せら

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.nta.go.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、山
鹿
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
人
の

確
定
申
告

お知
せら

　

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
場
合
や
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

②
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
や
研
究

　

な
ど
に
関
心
の
あ
る
人

　

�

③
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日

　

現
在
）

　

�

④
山
鹿
市
議
会
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務

　

員
で
な
い
人

　

�

⑤
年
３
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に

　

�

出
席
し
、
積
極
的
な
発
言
を
い
た
だ
け

る
人

◦�

応
募
方
法　

応
募
申
込
書
と
作
文
（
テ
ー

マ
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
思
う
こ
と
」）
を
持
参
、
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（danjokyoudou@

city.
yam
aga.lg.jp

）
で
人
権
政
策
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画

推
進
室
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

※�

提
出
い
た
だ
い
た
書
類
は
委
員
の
選
考
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
書
類
の

返
却
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
締
切　

２
月
13
日
㈮（
郵
送
の
場
合
、

当
日
消
印
有
効
）

問
人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
43
‐
１
１
９
９

　

今
後
10
年
間
の
山
鹿
市
の
将
来
像
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
第
2
次

山
鹿
市
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
そ
の

内
容
の
審
議
を
行
う
会
議
「
山
鹿
市
総
合
計

画
審
議
会
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

◦�

応
募
要
件　

山
鹿
市
に
在
住
の
20
歳
以
上

山
鹿
市
総
合
計
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

募集

の
人
で
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
⼼
が
あ
り
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
公
平

な
話
し
合
い
が
で
き
、
平
日
の
昼
間
に
開

催
す
る
会
議
（
任
期
中
４
回
程
度
）
に
出

席
で
き
る
人

◦�

募
集
人
員　

２
人

◦�

任
期　

�

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31

日
（
予
定
）

◦�

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
（hisho@

city.yam
aga.lg.jp

）

で
秘
書
企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
秘
書
企
画
課
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦�

応
募
締
切　

１
月
23
日
㈮（
郵
送
の
場
合
、

当
日
消
印
有
効
）

◦�

選
考
方
法　

応
募
書
類
に
基
づ
き
選
考
審

査
会
を
実
施
し
ま
す
。
審
査
結
果
は
、
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※�

提
出
い
た
だ
い
た
書
類
は
委
員
の
選
考
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
書
類
の

返
却
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
企
画
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
１
２
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
市
県
民
税
（
第
４
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

◦�

納
期
限　

２
月
２
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　

１
月
28
日
㈬
〜
30
日
㈮

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　

１
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

税
務
課

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎
43
‐
１
１
４
４

　地籍調査を実施した土地については、面積が増加した場合
でも調査をしていない土地との税負担の公平性の観点から、
固定資産評価基準中の例外規定を適用し、調査が完了する
までの間、従前の登記面積（地籍調査前）で課税を行って
きました。
　菊鹿地区の地籍調査が平成26年1月に登記まで完了し、
平成 27年度から原則どおり登記面積（地籍調査後）での
課税となりますので、ご理解をお願いします。

菊鹿地区の土地にかかる固定資産税を、平成27年度
から地籍調査終了後の登記面積で課税します

問税務課固定資産税　　☎43− 1121

　

学
校
教
育
の
各
種
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

勤
務
場
所　

市
内
の
市
立
小
中
学
校
な
ど

◦�

業
務
内
容　

　

�

①
複
式
学
級
で
の
学
習
指
導
②
日
常
生
活

で
の
介
助
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の

医
療
的
支
援
③
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
の

た
め
の
担
任
補
助
④
不
登
校
解
消
な
ど
の

児
童
生
徒
支
援
⑤
学
校
で
の
事
務
補
助
員

⑥
学
校
給
食
臨
時
調
理
員

◦�

勤
務
条
件
・
必
要
資
格

　

�

①
教
員
免
許
を
有
す
る
人
（
日
給
７
、

１
０
０
円
）
②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

資
格
を
有
す
る
人
（
日
給
６
、８
０
０
円

～
日
給
７
、１
０
０
円
）
③
・
④
資
格
は

問
い
ま
せ
ん
（
日
給
６
、２
０
０
円
～
）

⑤
学
校
で
の
事
務
補
助
員
（
日
給
５
、

７
０
０
円
）
⑥
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
（
日

給
６
、３
０
０
円
）

◦�
任
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

（
更
新
に
よ
り
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

◦�

勤
務
時
間　

①
～
④
1
日
7
時
間
、
⑤
・

⑥
1
日
7
時
間
45
分

※
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
時
差
出
勤
あ
り

◦�

保
険
等　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
災
害
補
償
制
度
（
労
災
保
険
等
）

◦�

申
込
期
限　

１
月
30
日
㈮

臨
時
職
員
募
集

（
平
成
27
年
４
月
採
用
）

募集

【
図
書
館
職
員
（
司
書
の
補
助
者
）】

◦�

勤
務
場
所　

ひ
だ
ま
り
図
書
館

◦�

業
務
内
容　

書
籍
の
貸
出
な
ど
の
事
務
、

お
よ
び
図
書
館
内
配
架
・
整
理
な
ど

◦�

応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
、
原

則
と
し
て
満
65
歳
以
下
の
人
（
平
成
27
年

4
月
1
日
現
在
）

◦�

雇
用
期
間　

�

平
成
27
年
４
月
1
日
〜
平
成

28
年
3
月
31
日

◦�
業
務
時
間　

週
4
日
程
度

◦�
募
集
人
員　

１
人
程
度

◦�
受
付
期
間　

1
月
7
日
㈬
〜
30
日
㈮

　
（
平
日
の
午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
）

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
持
参
す
る
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、
1
月
30

日
㈮
ま
で
に
必
着
）

問�

社
会
教
育
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

【
隣
保
館
職
員
】

◦�

勤
務
場
所　

市
内
隣
保
館

◦�

業
務
内
容　

人
権
・
同
和
教
育
に
係
る
事

務
お
よ
び
啓
発
活
動
に
関
す
る
こ
と

◦�

応
募
要
件　

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
の
経

験
が
あ
る
人
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

◦�

任
用
期
間　

�

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日

◦�

業
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

◦�

募
集
人
員　

３
人
程
度

◦�

選
考
方
法　

面
接
試
験

平
成
27
年
度

非
常
勤
職
員
募
集

募集

◦�

職
務
内
容　

人
権
・
同
和
教
育
に
係
る
指

導
お
よ
び
助
言
、啓
発
活
動
に
関
す
る
こ
と

◦�

応
募
要
件　

人
権
・
同
和
教
育
に
関
し
て

専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
あ
る
人
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
、
普
通
自
動
車
免

許
を
有
す
る
人

※�

原
則
と
し
て
満
70
歳
未
満
の
人
（
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
）

◦�

委
嘱
期
間　

�

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日

◦�

勤
務
時
間　

週
30
時
間
程
度

◦�

募
集
人
員　

３
人
程
度

◦�

選
考
方
法　

作
文
お
よ
び
面
接
試
験

◦
申
込
期
限　
１
月
30
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
人
権
政
策
課
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
９

地
域
人
権
教
育
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

募集

◦
申
込
期
限　

１
月
30
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
人
権
政
策
課
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
９

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
希
望

職
種
・
必
要
事
項
を
明
記
し
、
教
育
総
務

課
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※�

資
格
を
有
す
る
人
は
証
明
書
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
３
８
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎１ /12、13、14、15、16　５日間開催　

◎午前９時～午後６時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 

有
料
広
告 

〉

　

山
鹿
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
茶
」
の
魅
力

を
再
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
山
鹿
『
茶さ

』

ム
リ
エ
」
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
第
１
回
講
座
】

「
山
鹿
茶
の
歴
史
と
効
能
を
学
ぶ
」「
お
茶
が

で
き
る
ま
で
を
学
ぶ
」

◦�

期
日　

２
月
３
日
㈫

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

【
第
２
回
講
座
】

「
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
を
学
ぶ
」「
お
茶

の
種
類
を
学
ぶ
」

◦�

期
日　

３
月
３
日
㈫

山
鹿
茶さ

ム
リ
エ
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

募集

◦�

対
象　

新
た
に
農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ

と
を
目
指
す
人
や
、
農
産
物
販
売
を
目
的

と
し
た
農
業
経
営
を
目
指
す
人
（
63
歳
以

下
、同
一
世
帯
か
ら
複
数
の
応
募
は
不
可
）

◦�

研
修
期
間　

４
月
上
旬
〜
12
月
11
日
㈮

◦�

研
修
内
容　

①
栽
培
技
術
講
義
・
実
習
、

農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
習
得
の
た
め
の

講
義
な
ど
②
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
月
１
回
）

農
業
の
新
し
い
技
術
や
専
門
的
な
栽
培
管

理
技
術
、
就
農
に
必
要
な
農
業
情
報
な
ど

◦�

受
講
料　

無
料（
教
科
書
代
な
ど
は
実
費
）

◦�

申
込
期
限　

２
月
６
日
㈮

問�

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
６
０
０

農
業
大
学
校

新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

募集

研修コース 受講日 定員
プロ農家

養成コース
毎週火・水・金
8:50 〜 16:20 20 人

実践農業
コース

毎週月・木
8:50 〜 16:20 30 人

特別セミナー
聴講コース

毎月１回
13:30 〜 16:00 15 人程度

　

山
鹿
市
が
全
国
に
誇
る
和
紙
の
伝
統
工
芸

品
を
、
あ
な
た
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

来
民
う
ち
わ
製
作
教
室

募集
◦�

申
込
要
件　

①
市
内
に
３
年
以
上
居
住
す

る
者
の
被
扶
養
者
②
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
③
学

業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
④
他
の
奨
学
金

の
貸
与
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
奨
学
金
（
無
利
子
）】

◦�

貸
付
金
額　

　

高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　
　

国
公
立　

月
額
２
万
円
以
内

　
　

私
立　
　

月
額
３
万
円
以
内

　

大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　

月
額
５
万
円
以
内

◦
申
込
期
間　

３
月
９
日
㈪
～
４
月
３
日
㈮

【
入
学
支
度
金
（
無
利
子
）】

◦�

貸
付
金
額　

　

高
校
、
大
学
等
の
入
学
時　

40
万
円
以
内

◦�

申
込
期
間　

１
月
７
日
㈬
～
１
月
30
日
㈮

【
償
還
（
返
済
）
に
つ
い
て
】

・
猶
予
期
間　

貸
与
終
了
後
半
年
間

・�

償
還
期
間　

猶
予
期
間
終
了
後
、貸
与
期
間

の
３
倍
以
内
の
期
間

・
支
度
金
（
奨
学
金
を
除
く
）の
償
還
額

 

月
額
１
万
円
以
上

◦�

募
集
人
数　

奨
学
金
、
入
学
支
度
金
と
も

若
干
名

問�

教
育
総
務
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
３
８

山
鹿
市
奨
学
資
金
貸
与
制
度

の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募集

◦�

対
象　

市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
人

◦�

日
程　

２
月
４
日
㈬
、
18
日
㈬
、
25
日
㈬

　
（
全
３
回
）
午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所　

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◦�

参
加
費　

千
円

◦�

申
込
期
限　

１
月
30
日
㈮

問�

商
工
観
光
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
７
９

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
調
理
室

※
定
員
は
20
人
で
す
（
先
着
順
）

問�

農
業
振
興
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
５
６

　

小
山
製
茶　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
１
３
５
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有
料
広
告 

〉

☎0968-43-3686

保
険
な
ど
を
受
け
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

◦
近
日
中
に
実
施
予
定
の
管
内
職
業
訓
練

問�ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
２
５

　

訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職

に
結
び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

◦�

募
集
科
・
募
集
人
員

　

機
械
加
工
技
術
科
（
就
職
活
動
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
習
付
き
）
定
員
15
人

※
お
お
む
ね
40
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
コ
ー

ス
で
す

◦�

募
集
期
間　

１
月
５
日
㈪
〜
２
月
２
日
㈪

◦�

訓
練
説
明
会　

１
月
14
日
㈬
午
前
９
時
半

～
午
後
３
時
半

※�

説
明
会
で
は
、
あ
わ
せ
て
４
月
期
生
で
応

募
す
る
科
の
説
明
を
し
ま
す
。

◦�

面
接
日　

２
月
４
日
㈬

◦�

訓
練
説
明
会
お
よ
び
面
接
場
所

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

◦�

訓
練
期
間　

３
月
４
日
㈬
〜
９
月
30
日
㈬

◦�

必
要
経
費　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦�

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
０
９

問�

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８
‐
62
‐
０
１
７
９

公
共
職
業
訓
練
平
成
27
年

３
月
期
生
募
集

募集

　

関
東
・
首
都
圏
の
大
学
（
短
大
を
除
く
）

に
入
学
予
定
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
、
熊
本

県
出
身
の
男
子
学
生
の
た
め
の
寮
「
有
斐
学

舎
」
の
入
舎
生
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

所
在
地　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６
‐
27
‐
14

◦�

舎
費　

２
人
部
屋　

１
万
２
千
円
／
月

　
　
　
　

１
人
部
屋　

１
万
８
千
円
／
月

※
電
気
料
金
、
食
費
は
実
費
。

◦�

入
舎
料　

７
万
円
（
入
舎
時
に
納
付
）

◦�

申
込
期
限　
【
前
期
】
３
月
９
日
㈪

　
　
　
　
　
　
【
後
期
】
３
月
30
日
㈪

「
有ゆ

う

ひ斐
学
舎
」
入
舎
生
募
集

募集

　

職
業
訓
練
は
、
原
則
、
一
定
の
求
職
者
が

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、

早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
が
支
援
す
る
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
。

原
則
、
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
ご
案
内

募集

訓練場所 訓練科目 募集期間 訓練期間

山鹿市 ＩＴスキル
習得科

１月 20 日
～

２月２日

３月４日
～

５月 29 日

大津町 オフィスワーク
実践科

12 月１日
～

１月６日

２月 25 日
～

６月 24 日

合志市
工場管理技
術科・組込マ
イコン技術科

１月５日
～

１月 29 日

３月３日
～

８月 28 日

◦�

書
類
配
布
場
所　

熊
本
県
県
政
情
報
文
書

課
（
県
庁
本
館
２
階
）、
熊
本
県
東
京
事

務
所
、
有
斐
学
舎

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

公
益
財
団
法
人
肥
後
奨
学
会 

有
斐
学
舎

☎
０
４
８
‐
４
７
３
‐
７
５
９
１

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。

◦�

出
願
期
限　

３
月
20
日
㈮

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペー
ジ
（http://w

w
w.ouj.

ac.jp

）
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

放
送
大
学
４
月
生
募
集

募集



広報やまが　2015.1.1　30

〈 

有
料
広
告 

〉

　

子
育
て
中
の
母
親
た
ち
が
企
画
す
る
子
育

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
私
ら
し
く 

生
き
る
」

マ
マ
カ
フ
ェ
子
育
て
講
演
会

催し

　

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
、地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

１
月
23
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦�

場
所　

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

視
聴
覚
室

◦�

内
容　

山
鹿
市
の
障
が
い
福
祉
に
つ
い

て
、
要
約
筆
記
に
つ
い
て
（
実
演
予
定
）、

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
へ
の
理
解
に
つ
い

て
、
地
域
療
育
に
つ
い
て

※�

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
１
月
20
日
㈫
ま

で
に
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
43
‐
０
０
５
２

山
鹿
市
障
が
い
者
支
援

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

催し

◦�

訓
練
内
容　

情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練

　
　
　
　
　
　

２
年
間

◦�

訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

◦�

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を

し
、
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
と

同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
人
で
、
特
別

な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
な
ど

◦�

定
員　

10
人

◦�

募
集
期
限　

１
月
21
日
㈬

◦�

費
用　

１
年
目　

約
３
万
３
千
円

　
　
　
　

２
年
目　

約
２
万
円

問�

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集

募集

　

熊
本
県
イ
ン
キ
ュ
ベー
シ
ョ
ン
（
起
業
支
援
）

施
設
「
夢
挑
戦
プ
ラ
ザ
県
北
」
で
は
、
起
業

を
志
す
人
や
事
業
ス
ペー
ス
が
必
要
な
人
に
、

賃
貸
料
無
料
、
駐
車
場
無
料
、
共
益
費
の
み

で
事
業
ス
ペー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

yum
epla.org

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

住
所　

菊
池
市
七
城
町
甲
佐
町
74
の
１

（
菊
池
市
七
城
総
合
支
所
敷
地
内
）

問�

夢
挑
戦
プ
ラ
ザ
県
北
（
担
当 

岡
田
）

☎
０
９
６
８
‐
３
６
‐
９
５
１
１

夢
挑
戦
プ
ラ
ザ
県
北

入
居
者
募
集
中
！

募集

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

自
宅
で
人
生
の
終
末
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き

る
「
在
宅
医
療
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
医
療
福
祉
関
係
者
な
ど
が
と
も
に
考
え

て
い
く
「
在
宅
医
療
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

１
月
24
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

◦�

場
所　

�

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

文
化
ホ
ー
ル

◦�
内
容　

講
演「
在
宅
医
療
が
で
き
る
こ
と
」

講
師 

ひ
ま
わ
り
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

後
藤
慶
次
さ
ん
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
山
鹿

市
で
在
宅
医
療
を
進
め
ま
す
」
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト 

山
鹿
市
長
、
鹿
本
医
師
会
長
ほ
か

◦�

参
加
費　

無
料

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
当
日
受

け
付
け
も
で
き
ま
す
）

問
山
鹿
保
健
所　
　
　
　

☎
44
‐
４
１
２
１

在
宅
医
療
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

催し

　

再
就
職
を
目
指
し
て
い
る
お
母
さ
ん
な
ど

を
応
援
す
る
た
め
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

２
月
６
日
㈮　

午
前
９
時
半
〜

◦�

参
加
料　

無
料

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

「
く
ま
ジ
ョ
ブ
」
で
検
索
を
！

問�

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
０
５
０
０

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

募集

◦�

日
時　

２
月
10
日
㈫
午
前
10
時
～
11
時
半

◦�

場
所　

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

和
室

◦�

講
師　

岩
崎
有
子
さ
ん

「
命
（
い
の
ち
） 

こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

◦�

日
時　

3
月
7
日
㈯
午
後
1
時
半
～
4
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル

◦�

講
師　

医
療
法
人
聖
粒
会　

慈
恵
病
院

　

相
談
役　

田
尻
由
貴
子
さ
ん

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
た
み
渋
う
ち
わ
会

　

マ
マ
カ
フ
ェ
担
当
者　

☎
46
‐
２
４
６
９

　

子
ど
も
課　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
１
４
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おうちのお掃除ぶらん

ゴミのことならお任せ！
・家庭ゴミ  ・事業所ゴミ
・引っ越しゴミ　など

検索
〒861-0533
山鹿市古閑1075-3

株式会社 クラッシーサポート

CLASSY
上質な暮らしをサポート

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業

お掃除の
ことならお任せ !
ハウスクリーニング
オフィスクリーニング
・キッチン・換気扇・エアコン

お見積もり無料
お気軽にご相談下さい

０１２０－４３３－８８２
０９６８－４３－０５３３ゴミ直通

HP:

〈 

有
料
広
告 

〉

１月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千
　代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈷ 休館日

11 日㈰ 八千代座開業記念鏡開き 午前

14 日㈬ 休館日

18 日㈰ 第 25 回山鹿少年少女合唱団
定期演奏会 午後 有料

30 日㈮ 第 14 回山鹿小学校
八千代座公演 午前 無料

１月のさくら湯休館日

１月 21 日 ㈬ （第３水曜日）

◦�

日
時　

１
月
７
日
㈬
ま
で

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
８
時

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯

◦�

内
容　

午
前
６
時
〜
８
時
に
受
付
し
た
子

ど
も
（
小
学
生
以
下
）
は
入
浴
が
無
料
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が「
銭
湯
で
の
マ
ナ
ー
」

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る

た
め
、
必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
入
浴
し
、

マ
ナ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
保
護
者

は
入
浴
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※
子
ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外

問
さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎
43
‐
３
３
２
６

冬
休
み
は
早
起
き
し
て

朝
湯
に
行
こ
う
！

催し

◦�

日
時　

�

１
月
12
日
㈷
・
18
日
㈰
・
21
日
㈬
・

31
日
㈯　

午
後
１
時
〜
２
時

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯
観
光
案
内
所

◦�

内
容　

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
季
節
に
お
す

す
め
の
香
り
で
、
ス
プ
レ
ー
や
石
け
ん
な

ど
、
一
つ
作
っ
て
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

◦�

参
加
料　
８
０
０
円（
材
料
費
、含
入
浴
料
）

※�

事
前
予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
参
加
も
で

き
ま
す
。

問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎
43
‐
０
１
１
１

さ
く
ら
癒(

ゆ)

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室

催し

◦�

日
時　

�
１
月
18
日
㈰　

午
後
２
時
開
場

　
　
　
　

午
後
２
時
半
開
演

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

入
場
料　

一
般　

５
０
０
円
、

　

小･

中
・
高
校
生　

３
０
０
円

◦�

ゲ
ス
ト　

山
鹿
中
学
校
合
唱
部
、
山
鹿
小

学
校
音
楽
部

問
社
会
教
育
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

第
25
回
山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団

定
期
演
奏
会

催し

八千代座開業記念日「鏡開き」
　104 回目の八千代座開業日に鏡開きを行います。
今年も東通町親和会のご協力で、おいしいぜんざい
が振る舞われます。
◦�日時　１月 11 日㈰　午前 10 時半〜
◦�場所　八千代座前広場
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無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

〈 

有
料
広
告 

〉

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①正・准看護師　17万円〜
②臨床工学技士　18 万２千円〜
③介護支援専門員　17 万円〜
④調剤事務　14 万円〜
⑤整体師　14 万２千円〜
⑥営業　17 万円〜
⑦調理士および見習い　15 万円
⑧食鳥処理　13万２千円
⑨場内作業員　15 万円
⑩自動車整備士　19 万 2,540 円
⑪上下水道作業員　17万円〜
⑫コンクリート技士　18 万円〜
⑬清掃現場管理員　13 万２千円〜
Yパート
①薬剤師　時給 1,500 円〜
②リハビリ助手　時給 700 円
③障がい者就労支援員　時給750 円
④銀行窓口業務　時給 870 円
⑤洋菓子販売・接客　時給 750 円
⑥洋服の補正・補修　時給690 円〜
⑦調理　時給 700 円〜
⑧福祉タクシー運転手　時給700円〜
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。職業相談室は山鹿老人福
祉センター２階です。

問�山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。
税務相談

◦日時　１月 14 日㈬
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦�日時　１月７日㈬・14 日㈬
　　　　23 日㈮・28 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
　　　　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所会議室
※事前に予約をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1576

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　１月８日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　１月 14 日㈬・28 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43‐1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　１月13日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所１階 101 会議室
問商工観光課　☎ 43 ‐ 1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談すること
ができます。
相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談
　午前 9時〜正午
◦司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予

約が必要です。

【山鹿】
　①一般相談　１月９日㈮
　②司法書士相談（登記関係）
　１月 23 日㈮要予約
�　③法律相談　１月 30 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　１月８日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　１月７日㈬
　◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　１月６日㈫
　②法律相談　１月 27 日㈫要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　１月５日㈪
　②�司法書士相談 （成年後見・多重債

務・登記関係） １月26日㈪要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　１月15日㈭
◦場所　山鹿健康福祉センター
　　　　午後３時〜５時
　鹿本市民センター　午後７時〜９時
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

定例相談
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＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

1
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

４日㈰幸村医院／徳永循環器科内科医院 岩下薬局／かおうまち薬局

11 日㈰山鹿回生病院／やまがクリニック 岩下薬局／こじか薬局

12 日㈷保利病院 岩下薬局／エース薬局／まつ薬局

18 日㈰東内科小児科医院／大橋通クリニック 岩下薬局／江上薬局大橋通

25 日㈰さがわ医院／上塚外科胃腸科医院 岩下薬局／きりん薬局

　国民年金は、年をとったときや病気やケガなどいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようと
いう考えで作られた仕組みです。

将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人（厚生年金や共済組合に加入している人やその人に扶養されてい
る配偶者を除く）が加入し保険料を納める制度です。
　国が責任を持って運営するため安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

老後のためだけではありません
　国民年金には、年をとったときの「老齢年金」のほか、病気やけがで障害が残ったときの「障害年金」
や加入者が死亡したときの「遺族年金」があります。

国民年金に加入するには
　20 歳になったとき日本年金機構から「国民年金資格取得届」が届きます。誕生日の前日から 14 日以
内に、市役所の国保年金課に提出してください。
　厚生年金や共済組合に加入している人、また、その人に扶養されている配偶者は、届出は不要です。

保険料を納付しましょう
　年をとったときや病気やケガなどいざというときの生活のため、保険料をきちんと納めることが大事で
す。未納の期間があると年金が請求できない場合があります。
　保険料の支払いが困難なときは、前年度の所得や離職などによって免除を受けることができます。免除
を受けた期間は未納とはなりません。詳しくはご相談ください。

保険料の支払いが困難なときは納付が猶予されます
　学生納付特例制度 … 学生で本人の所得が一定額以下の場合
　若年者納付猶予制度 … 学生ではない 30 歳未満の人で、本人や配偶者の所得が一定額以下の場合
　※学生特例や納付猶予された期間は、老齢基礎年金には加算されません。10 年以内に納めましょう。

ご成人
おめでと

う
ございま

す 20 歳の国民年金加入のご案内

問国保年金課 後期医療年金係　☎ 43-1576
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山鹿市教育委員会広報

第 27 号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

楽しもう！

　11 月 15 日、くまもと子育てトーク実行委員会（熊
本県・熊本日日新聞・熊本放送）主催による「第 36 回
くまもと子育てトーク」が、鹿本市民センター（ひだ
まり）で開催されました。当日は、子育て中の親や家族、
子育て支援関係者、子育てに関心のある地域の人など、
約 160 人の参加がありました。
　オープニングは鹿本幼稚園の年中・年長児 30 人の園
児による元気な踊りで、会場は一気に活気付き笑顔に
包まれました。その雰囲気を引き継いで、基調講演「藤
本一精流　自由に楽しく　のりのり子育て」が始まり
ました。
　講師の藤本一

いっせい

精さんは、タレント・ダンサーとして多忙な生活を送っておられますが、
自分の 3人の子どもたちをハグする習慣や、褒めて調子にのせる「のりのり子育て」など
ユニークな子育てを紹介されました。会場には子ども連れの参加者も多くいましたが、抱
いたりおもちゃであやしたりしながら熱心に聞き入る姿が印象的でした。参加者の一人は
「あっという間の時間だった。自分の子育てを振り返る良い機会になった」と感想を述べ
ていました。
　基調講演の後は「音楽に合わせて体動かそう～初めてのファミリーヒップホップ」（藤
本一精さん）「しゃべって、笑って、元気になって、子どもと向き合おう」（大賀朋

と も こ

子さん）
「生きる力を伝える子育て～働くっていいね！」（広瀬美

み き こ

貴子さん）の３つの分科会も開催
されいずれも盛況でした。

　

11
月
16
日
、
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ひ
だ
ま
り
）
で
開
催
さ
れ
た
山

鹿
市
文
化
歴
史
講
演
会
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
出
さ
れ
た
４
枚
の

熊
本
城
の
古
写
真
を
見
比
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
ど
の
順
番

で
撮
影
さ
れ
た
か
分
か
り
ま
す
か
」
と
の
講
師
の
問
い
に
、
思
わ
ず
黙

り
込
む
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
。「
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
枝
ぶ
り
や
葉
の

つ
き
方
、
天
守
閣
の
雨
戸
の
開
き
具
合
な
ど
か
ら
撮
影
さ
れ
た
順
番
や

季
節
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
講
師
か
ら
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

古
写
真
の
研
究
方
法
に
始
ま
っ
た
今
年
度
の
山
鹿
市
文
化
歴
史
講
演

会
は
「
写
さ
れ
た
西
南
戦
争
～
古
写
真
か
ら
見
る
肥
後
北
部
戦
線
～
」

と
題
し
て
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
に
起
き
た
士
族
反
乱
、
西
南
戦

争
の
戦
場
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
山
鹿
市
鹿
本
町
ゆ
か
り
の
考
古
学
研
究
者
で
、
現
在
は
そ
の

手
法
を
用
い
て
古
絵
図
や
古
写
真
な
ど
の
研
究
も
さ
れ
て
い
る
熊
本
市

文
化
財
専
門
相
談
員
の
富
田
紘こ

う
い
ち一

先
生
。

　

今
は
木
々
が
生
い
茂
り
道
路
が
す
っ
か
り
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
豊
前
街
道
の
車
返
坂
（
鍋
田
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
架
け
ら
れ
多

く
の
自
動
車
が
行
き
交
う
鍋
田
橋
。
日
々
見
慣
れ
た
風
景
も
百
数
十
年

前
の
写
真
に
は
全
く
違
っ
た
景
色
が
写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
く
っ
き
り

と
台
地
に
向
か
っ
て
上
っ
て
行
く
街
道
、
立
派
な
石
造
り
の
メ
ガ
ネ
橋

が
架
か
る
岩
野
川
、
山
鹿

に
長
く
住
ん
で
い
る
参
加
者

も
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
て

食
い
入
る
よ
う
に
写
真
を
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。
講
演
終

了
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
講
演
に
つ

い
て
は
例
年
と
同
様
に
講
演

録
『
新
山
鹿
双
書
』（
1
冊		

５
０
０
円
）
と
し
て
刊
行
す

る
予
定
で
す
。

基調講演「藤本一精流　自由にの
びのび子育て」について、のりの
りで講演中の藤本一精さん

（写真提供　熊本日日新聞）

山
鹿
市
文
化
歴
史
講
演
会

豊前街道の車返坂（現在の梅迫バス停近く）

子どもとの時間
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山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

　11月８日にあんずの丘多目的体育館で、山鹿市青少年
育成市民会議と山鹿市ＰＴＡ連絡協議会の共催で、山鹿
市青少年健全育成大会が開催されました。「地域全体で子
どもを守り育てる」をスローガンのもとに、青少年健全育成
活動に携る約２８０人が一堂に会しました。
　青少年育成者表彰として、地域の通学路で、あいさつ・
声かけ活動に尽力されている原口勝

まさる

さん( 菊鹿町宮原) 
の表彰式の後、中高生並びに地域代表による意見・実践
発表が行われました。記念講演では、かごしま青少年自立
センターの竹田寿

ひさあき

昭理事長から「若者の生活（静活）を
創ろう ～家庭教育のポイント～」と題し、社会的に自立困
難な若者のメンタル面と就労面双方の支援の取り組みに
ついて、事例を交えての講演をいただきました。

青少年が健やかに成長できる
家庭・地域づくりへ

意見発表を行う内古閑一
か ず き

輝くん（山鹿中学校２年）

　　11月28日、県肢体不自由児協会の要望を受けて、
山鹿市内の小中学校 12 校へ熊本善意銀行（会長・伊
豆英

えいいち

一熊日会長）から車椅子が寄贈されました。
　山鹿市役所であった贈呈式には、各校の先生など19
人が出席し、児童生徒代表 4 人が、善意銀行の藤野
芳
よ し た ろ う

太郎専務理事から車椅子を受け取りました。
　菊鹿中学校の立花千

ち か

夏さんが代表して「車椅子を使っ
た実践学習を通して、障がいのある方の気持ちを理解し
たい。車椅子はそれを使っている人と支援する人との心と
心をつなぐものであり、大事に使っていきたい」と謝辞を
述べました。今回寄贈していただいた、多くの人の善意が
こもった車椅子を、障がいのある児童生徒への活用だけ
でなく、福祉教育にも活用していきたいと思います。

山鹿市内の小中学校へ車椅子の寄贈

善意銀行の藤野専務理事と児童生徒の代表

勧めています！地域と共にある学校づくり

　コミュニティ・スクールとは「学校運営協議会」が設
置された学校の総称です。「学校運営協議会」は、教育
委員会が委嘱した保護者や地域の皆さんで構成され、一
定の権限と責任を持って学校運営に参画する機関です。
つまり、学校・保護者・地域が一体となって学校を経営
する画期的な取り組みです。
　本校では３部会に分かれて、さまざまな活動に取り組
んでいます。その結果、右のような表彰を受けました。

平成 26年度
優れた「地域による学校
支援活動」推進にかかる
文部科学大臣表彰

菊鹿中学校では、３つの部会に分かれて地域との連携を進めています

【知のコミュニティ】
学力向上研究部

自ら学ぶ生徒への支援

かたりんご（読み語り支援）

【愛のコミュニティ】
豊かな環境研究部
心豊かな生徒への支援

鞠
きくちじょう

智城花苗配布

【力のコミュニティ】
健やかな心身育成研究部
自らを磨く生徒への支援

鞠智城ウォークラリー

～コミュニティ・スクールの推進・充実に向けて～
輝け
菊鹿中
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QR コード
＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

■人の動き
人口 64 人減りました 54,913 人
男性 25 人減りました 25,887 人
女性 39 人減りました 29,026 人
世帯数 3 世帯増えました 21,463 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,537 人
15歳〜64歳 55.0 ％ 30,205 人
65歳〜 33.1 ％ 18,171 人

11 月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♣
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
も
取
材
先
で
た
く
さ
ん
の

人
と
笑
顔
に
出
会
い
、
た
く
さ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
快
く

取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
皆

さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
、
読
み
や
す

く
て
楽
し
い
広
報
を
心
が
け
て
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
♣
新
年
を
迎
え
、
今
年
１
年
の

目
標
を「
メ
タ
ボ
脱
出
」と
し
ま
し
た
。

か
な
り
長
期
戦
に
な
り
そ
う
で
す
が
、

目
標
達
成
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
♣
甘
い
も
の
が
目
の
前
に

あ
る
と
つ
い
つ
い
手
が
伸
び
て
、
気
が

つ
け
ば
口
の
中
へ
…
誘
惑
に
負
け
な
い

強
い
心
が
欲
し
い
で
す（
笑
）　  （
卓
）

■
編

集
発

行
　

山
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市
秘

書
企
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エ
コ

マ
ー

ク
認

定
の

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
み
ど
り
を
ま
も
る

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（データ
も可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山
鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

倶楽部
すくす

く

おいしか

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

♡メッセージ
みんな、いつもぼくとあそ
んでくれて、ありがとうご
ざいます！

（H23.11.30 生まれ）
来民（鹿本）

   まえかわ　 　 まりん

前川　万鈴ちゃん

♡メッセージ
いつもニコニコのまりん
ちゃん♡みんな、まりんの
笑顔が大好きだよ♡これか
らも元気にすくすく育って
ね！！

（H25.4.2 生まれ）
四丁（鹿北）

 　 なかの　　　まなと

中野　愛都ちゃん

同田貫本舗
中島　勇

ゆ う じ

次さん

同ど
う
だ
ぬ
き

田
貫
本
舗

【
千
人
灯
籠
せ
ん
べ
い
】

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
市
物
産
振
興
協
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。　
　
　

問
☎
43
‐
４
１
１
１

☎
43
‐
４
０
３
７

　

同
田
貫
本
舗
は
創
業
し
て
40
年
以

上
、
千
人
灯
籠
せ
ん
べ
い
を
製
造
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
千
人
灯
籠
せ
ん
べ
い
」
は
、
一

つ
一
つ
丁
寧
に
手
焼
き
で
作
っ
て
い

ま
す
。
食
感
は
サ
ク
サ
ク
軽
く
、
口

の
中
に
入
れ
る
と
甘
み
が
広
が
り
、

じ
わ
っ
と
溶
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の

軽
い
食
感
と
甘
み
で
手
が
と
ま
ら

ず
、
つ
い
つ
い
何
枚
も
食
べ
て
し
ま

う
お
い
し
さ
で
す
。
程
よ
い
や
わ
ら

か
さ
な
の
で
、
牛
乳
に
浸
し
て
離
乳

食
と
し
て
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る
人

も
多
い
そ
う
で
す
。

　

同
田
貫
本
舗
の
商
品
は
山
鹿
市
内

の
物
産
館
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま

す
。


